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蓄
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九
、
古
典
岡
山
の
シ
ス
テ
ム

十
、
ヶ
イ
y
J
A
訴
の
シ
ス
テ
ム

序

モ
の
存
在
を
許
し
得
な
か
っ
た
非
有
意
向
朱
業
が
、
ケ
イ
ン
ズ
探
の
む
ス
テ
ム
陀
於
い
て
成
立

し
得
る
白
は
如
何
な
る
理
由
な
い
し
根
擦
に
よ
る
の
で
あ
る
か
。
と
白
賄
を
明
か
に
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
ま
d
p
古
典
減

と
ケ

f
y
ズ
仮
に
於
け
る
利
子
理
論
D
比
較
か
ら
出
費
し
て
、
，
次
に
有
殻
需
要
白
原
理
を
、
と
れ
も
古
典
汲
の
強
制
節
約
の
理
論
と

封
照
し
つ
つ
明
か
に
し
、
漸
次
問
題
白
巾
心
へ
迫
っ

τ行
と
う
と
思
う
。
周
知
の
如
く
ケ
イ
ン
ズ
汲
と
古
典
振
と
白
封
立
に
つ
い
て

古
典
派
D
シ
ス
テ
ム
に
於
い
て
、

は
極
め
て
数
多
〈
の
論
争
が
行
わ
れ
亡
い
る
。
国
よ
り
と
れ
ら
の
論
皿
ず
に
充
分
周
到
な
一
官
及
を
行
う
と
と
は
不
可
龍
陀
遅
い
が
、
能

ち
限
り
多
く
の
諭
鮪
を
明
か
に
し
た
い
と
思
う
。

e 

古
典
汲
理
論
と
ケ
イ
y
J
I
汲
理
論
に
於
け
る
利
子
論
白
調
立
は
、
金
常
貸
付
資
金
設
と
流
動
性
選
好
殺
の
封
立
胃
と
し
て
理
解
さ
れ

て
い
る
。
と
の
二
つ
白
貨
幣
的
利
子
論
に
つ
い
て
の
論
評
は
極
め
て
多
い
が
、
そ
の
申
特
に
注
目
す
ぺ
安
一
も
白
と
し
て
は
寸
慣
値
と

費
本
」
に
於
け
る
ヒ
ツ
ク
ス
の
利
子
寧
決
定
論
が
あ
る
。
そ
と
で
の
ヒ
ツ
ク
ス
白
結
論
は
、
均
衡
駄
に
於
い
て
は
、
貸
付
資
金
の
需

給
も
貨
幣
需
給
も
と
も
陀
同
時
に
等
し
く
な
る
か
ら
、

そ
り
何
れ
白
要
因
が
利
子
翠
を
決
定
す
る
と
考
売
で
も
か
ま

b
な
い
。

i投

均
衡
白
岡
式
を
念
頭
に
置
い
て
考
え
る
限

D
、
ナ
叫
て
の
未
知
数
は
す
べ
て
の
方
程
式
が
相
寄
っ
て
決
す
べ
き
筈
白
も
U
で
あ
事
、



詮
券
需
給
に
よ
円
J

て
利
子
率
が
き
ま
る
と
い
う
貸
付
資
金
設
も
、
貨
幣
需
給
に
よ
う
て
利
子
率
が
定
ま
る
と
い
う
流
動
性
選
好
設
も

い
わ
ば
そ
心
部
分
理
論
で
あ
っ
て
、
何
れ
を
と
る
か
は
所
詮
便
宜
の
問
題
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

ζ
ζ

で
特
に
重
要
な
と

と
は
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
考
察
が
均
衡
鮪
白
吟
味
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ヒ
ツ
ク
ス
白
論
法
は
一
般
均
衡
の
シ
ス
テ
ム
に
於
け

る
一
式
消
去
白
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
て
者
り
、
流
動
性
選
好
設
と
貸
付
資
金
読
と
D
問
題
は
・
要
す
る
に
消
去
白
銅
象
と
し
て
何

れ
の
方
程
式
を
選
ぶ
か
の
問
題
に
蹄
著
せ
し
め
ら
れ
た
。
然
し
と
の
巳
ツ
ク
ス
の
手
法
に
謝
し
て
は
、

う
と
に
高
田
博
士
の
批
評
が

一
不
さ
札
て
い
る
。

「
己
ツ
ク
ス

D
如
〈
、
甲
白
方
程
式
を
消
去
す
る
と
き
、
利
子
は
涜
動
性
選
擦
に
よ
り
て
定
ま
る
と
い
う
が
如
き
は
、
事
態
の
賢

桐
に
立
入
る
と
こ
ろ
な
き
『
の
形
式
論
に
外
な
ら
ポ
」
「
此
意
味
に
於
川

τ資
金
設
が
決
し
て
涜
動
性
読
を
府
く
る
も
の
で
な
い
と
と

は
、
そ
れ
が
利
子
白
葬
需
給
を
均
等
な
ら
し
む
る
と
己
ろ
に
定
ま
る
と
い
う
説
、
い
わ
ば
利
子
白
婆
需
給
枕
を
斥
け
ぬ
と
等
し
い
同

と
れ
が
高
岡
博
士
凸
主
要
な
一
論
黙
で
あ
る
。
同
緩
む
と
と
は
涜
動
性
選
好
読
に
だ
相
す
る
皐
者
に
主
つ

τも
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
ク
ラ
イ
Y

は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
ど
白
方
程
式
を
消
去
し
よ
う
と
も
方
程
式
シ
ス
テ
ム
白
解
と
し
て
同
じ
利
子
率
が
得
ら
れ
ら
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
限
り
に
於

い
て
ヒ
ツ
ク
ス
は
正
し
い
。
然
も
な
者
と
り
議
論
は
何
事
を
も
澄
明
し
て
い
な
い
。
利
子
率
が
貨
幣
保
臓
を
調
印
す
る
機
構
で
あ
る

か
、
そ
れ
と
も
貸
付
資
金
白
需
給
を
等
し
か
ら
し
め
る
機
構
で
あ
る
か
に
つ
い

τは
何
事
も
述
べ
て
い
な
い

J

と
白
、
さ
つ
な
観
鮪
に
立
っ
て
貸
付
者
金
設
と
流
動
制
選
好
説
白
問
題
を
夏
め

τ検
討
す
る
な
ら
ば
、
事
態
は
ヒ
ツ
ク
ス
の
凡
た
も

の
と
は
著
し
く
臭
っ
た
様
相
を
一
不
す
で
あ
ろ
う
。
ま
す
周
知
の
リ
二
よ
エ
ル
ソ
ン
の
微
分
方
程
式
を
以
っ
て
、
と
白
樹
立
す
る
こ
つ

の
利
子
理
論
を
書
き
現
し
て
置
く
と
と
が
便
利
で
あ
ろ
う
。
い
士
、
利
子
率
を
に
貨
幣
に
劃
す
る
超
過
需
要
を
芯
、
詮
雰
に
劃
す

利
子
、
所
得
及
び
雇
傭

銀
大
十
七
巻
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九

時5
~ ，、-
擁

九
四

Z
超
過
需
要
を
五
で
示
す
と
、
流
動
校
選
好
説
。
内
容
は

千
日
」
F
(し
門
む

で
、
貸
付
者
金
設
白
内
容
は

(
H

・H)

T
H
H
M門
l
I
H
M
U

ム」

Lτ
一
不
ず
と
と
が
問
来
る
。
と
と
で

L〉
〔
申

)
H
P
L
F
g
)
日
C
¥で
あ
り
、

(同・凶)

u
n
-
v
c
u
と
き
、

N
Y
V
G
の
と
き
、

そ
れ
ぞ
れ
町
、

V
9

で
あ
る
。

因
果
分
析
に
於
い
て
流
動
性
選
好
訟
と
貸
付
費
金
設
と
が
等
純
で
あ
る
こ
と
を
詮
明
す
る
に
は
、
(
ザ
同
)
と

(
H
S
E
r
-
が
等
値
で

あ
る
こ
と
を
霞
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
一
見
し
て
明
か
な
よ
う
に
(
H
E

む
と
(
同
時
)
と
ほ
等
依
で
な
い
白

嶋
助
教
校
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

τ
い
る
が
、
後
白
考
察
の
便
宜
白
た
め
簡
単
に
要
約
し
て
ゐ
と
%
。

と
白
黙
す
で
に
森

考
察
D
基
礎
忙
な
る
の
は
い

b
ゆ
る
り
ん
ラ
ス
の
法
則
で
あ
る
。
ワ
ル
ラ
ス
の
法
則
は
交
換
維
機
に
於
い
て
は
均
衡
E
F
一
否
と
に
拘

ち
す
成
立
す
る
恒
等
的
関
係
で
あ
り
、
ワ
ル
ラ
ス
以
来
一
般
均
衡
理
論
に
於
け
る
一
式
消
去
の
手
続
と
結
附
け
て
、
す
で
に
総
務
早

白
会
調
関
さ
れ
て
い
る
闘
係
で
あ
る
。
と
れ
を

7
ク
ロ
理
論
白
用
語
に
書
き
か
え
る
仕
方
は
、

P
H
r
l
シ
ヨ

y
由
皮
令
に
臨
じ
℃
必
A
Y
し
も
一
義
的
で
は
な
い
が
、
い
ま
そ
の
最
も
簡
単
な
形
式
で
示
せ
ば
決
の
如
く
で
あ
る
。

ーし『。川

M
P
T
N

マ
ク
ロ
理
論
を
構
成
す
る
際
白
ア
グ

(
〕
{
・
臼
)

と
己
に

X
は
、
投
資
白
貯
蓄
に
射
す
る
超
過
額
す
左
わ
お
ケ
イ
V
ズ
の
記
披
を
刑
い
て
示
せ
ば
同
l
』
で
あ
る
。
。
・

3
か
ら
明

か
な
よ
う
に
流
動
性
選
好
設
止
貸
付
資
金
設
と
が
等
値
で
あ
る
た
め
に
は

阿
川
山
由



す
な
わ
ち

L

『
川
』

(
H

・3

が
恒
等
間
ほ
成
立
た
ね
ば
友
ら
な
い
。
投
資
と
貯
蓄
と
が
恒
等
的
に
等
し
い
と
い
う
保
件
は
セ
イ
自
治
則
に
ほ
か
左
ら
た
い
。
セ
イ

由
法
則
を
前
提
す
る
と
と
は
粧
横
山
V

ス
テ
ム
を
ボ
決
定
に
詳
〈
。
か
く
て
叩
出
掛
シ
ス
テ
ム
の
不
決
定
を
導
く
と
と
を
く
し
て
は
流
動

怯
選
好
設
と
貸
付
資
金
設
と
の
等
値
怯
を
主
張
す
る
乙
と
は
出
来
な
い
。

山
山
高
田
保
馬
「
最
近
利
子
術
研
究
」
一
王
ニ
頁
、
一
四
八
頁
o

m
F
列

同

H
n
F
u
y
p
h古
川
吉
員
同
E
S
E
R
司ロ∞
l
ロc

mw

森
嶋
通
夫
「
動
車
的
極
構
理
前
」
一
一
四
頁
以
下
。

(4) 

ケ
イ
ン
ズ
自
身
あ
た
か
も
投
覧
・
貯
蓄
が
恒
撃
で
あ
る
か
の
担
〈
に
書
い
て
い
る
。
G
・
出
・
同
4
u
E・
1
b
G
h
s
m
Z
N
1、ふ九月刊、品、↑同点込
Nesssh

宣言句、
SN
礼
旨
J
R
Q
L
S
)
さ
ζ

所
拝
E

Y

で
あ
b
わ
す
と
セ
イ
旧
法
則
は
ケ
イ
ン
ズ
に
友
ワ
て

れ
る
。
定
説
に
よ
p
h川
『
円
で
あ
る
か
ら
也
イ
旧
法
則
は
士
止
と
し
て
も
示
す
乙
と
が
出
掠
る
。
随
ワ
て
投
資
・
貯
蓄
田
恒
撃
を
翫
〈
ζ

可
町
内
十
、
と
い
う
恒
帯
聞
係
で
示
さ

ー
と
は
ケ
イ

ν
ズ
自
身
に
と
っ
て
も
自
己
矛
盾
で
語
る
。

ーー

ケ
イ
Y

ズ
汲
と
古
典
仮
に
於
け
る
利
子
理
論
白
封
立
を
流
動
性
選
好
設
と
貸
付
資
金
設
と
白
調
立
と
見
る
見
解
に
つ
い
て
思
い
令

さ
れ
る
白
は
ケ
イ
V
ズ
自
身
の
古
典
沃
利
子
理
論
に
ワ
い

τ
の
絞
越
で
あ
る
。
そ
白
際
ケ
イ
ン
ズ
が
、
主
た
る
閥
心
を
掛
っ
た
の
は

つ
貯
蓄
・
投
資
白
利
子
率
決
定
論
」
で
あ
一
り
、
貸
付
資
金
設
に
謝
し
て
は
僅
か
に
言
及
す
る
に
止
っ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く

「
貯
蓄
・
投
古
賀
の
利
子
率
決
定
論
」
が
利
子
率
白
決
定
忙
就
い
て
変
物
。
側
白
要
因
し
か
考
慮
に
入
れ
て
な
ら
ぬ
と
見
ら
れ
て
い
る

引
相
手
、
所
得
及
び
雇
傭

事
大
半
七
巻

三
丸
=
一

静
{ ，、
丑虎
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ブし
四

第
六
醜

八
六

白
陀
劃
し
、
貸
付
者
金
説
は
と
れ
に
貨
幣
白
側
D
要
因
を
も
採
入
れ
，
「
と
れ
ら
を
一
括
し
て
綜
A
H
的
た
売
察
を
試
み
た
も
の
」
で
あ

る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

「
貸
付
資
金
設
は
利
子
決
定
に
於
町
る
質
物
白
側
と
貨
幣
白
側
、
換
一
言
す
れ
ば
生
産
力
説
と
流
動
性
読
と
干
綜
合
し
た
る
も
の
と

見
ら
れ
符
る
。
と
と
ろ
で
如
何
な
る
意
味
に
於
い
て
此
二
者
は
綜
合
せ
ら
れ
て
い
る
か
。
生
産
力
説
と
い
い
品
川
動
壮
読
ん
L

い
い
、
止
(

陀
資
本
用
佼
に
相
到
す
る
需
要
の
側
陀
共
特
徴
を
有
す
る
。
而
し
て
生
産
カ
訟
は
者
本
用
枚
、
他
面
土
り
い
え
ば
生
産
期
間
白
限
界
生

産
力
を
以
っ
て
需
要
白
全
部
又
は
主
要
部
分
で
あ
る
と
し
、
流
動
性
設
は
生
産
力
の
側
か
ら
白
資
金
需
給
は
常
に
完
全
忙
又
は
自
同

〆
的
に
一
致
す
る
が
ゆ
え
に
、
利
子
決
定
に
直
接
作
用
主
及
ぼ
す
も
の
を
貨
幣
保
有
に
闘
す
る
需
給
で
あ
る
と
す
る
。
資
金
設
は
此
二

而
の
需
要
を
綜
令
す
る
と
と
に
よ
っ
亡
、

Z
。
」
と
い
う
高
田
博
士
白
主
張
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

資
金
供
給
と
の
闘
係
か
ら
利
子
白
如
何
怠
る
高
さ
に
定
ま
る
か
を
明
か
に
し
よ
う
と
す

と
れ
に
射
し
て
ケ
イ
ン
ズ
は
「
古
典
皐
汲
忙
於
い
て
は
貨
幣

の
理
論
を
取
扱
う
第
二
容
に
於
け
る
と
は
全
〈
遮
っ
た
利
子
現
諭
を
も
っ
て
い
る
。
彼
等
は
そ
の
矛
盾
に
は
平
気
で
あ
っ
た
上
う
に

見
え
る
の
で
あ
っ
て
、
私
白
知
る
限
り
に
於
い
て
は
、
二
つ
の
理
論
の
間
忙
架
橋
レ
上
う
と
い
う
何
ら
の
試
み
を
も
し
在
か
っ
た
。

歩
く
と
も
、
木
来
の
古
典
汲
に
沿
い
て
は
そ
う
で
あ
っ
た
。
と
い
う
白
は
最
惑
の
混
乱
を
ひ
き
起
し
た
白
は
新
古
典
畢
沃
に
於
け
る

架
橋
白
試
み
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
，

h
。
」
と
述
べ
て
、
貸
付
資
金
訟
を
斥
け
て
い
る
。

貸
付
科
丞
品
設
は
果
し
て
「
貯
蓄
・
投
経
由
利
子
率
決
定
論
」
と
「
流
動
恒
選
好
読
」
と
の
綜
八
日
と
し
て
自
己
在
、
宅
張
し
得
る
か
。

或
い
は
ケ
イ
V

、
ス
が
指
摘
し
た
よ
う
に
最
惑
の
混
乱
士
宮

3
a
E邑
E
n
o剛
色
)
を
ひ
き
起
し
た
に
す
ぎ
友
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
む

黙
の
汚
祭
は
上
述
の
ワ
ル
ヲ
ス
由
法
則
に
よ
っ

τ容
易
に
行
う
と
と
が
山
判
官
叩
る
。
ワ
ル
ラ
ス
白
法
則
合
$
か
ら

I
N岡
山
岡
。
+
し
ベ



で
あ
る
。
随
つ
℃
貸
付
資
金
設
白
表
式
佑

Q
・3
上
加

も川
L
F
(
h
n
r
+
同
)

と
し
℃
示
す
と
と
が
出
来
る
。
い
ま
貨
幣
春
在
量
を

M
、
現
金
抽
出
高
に
封
す
る
需
要
宜
主

L
と
す
れ
ば
河
町
H
l
民
で
あ
る
か

ら、

ζ

の
式
は
市川
L
〉色
+
L「
1
同
町

l
h
〉

と
書
て
己
と
が
出
来
る
。
す
な
も
ち

(凶・]戸)

』ロ

+
H
H民
十
恥

(
回
・
日
)

が
利
子
率
白
均
衡
保
件
と
な
る
。
貸
付
者
金
D
需
給
が
等
し
い
と
い
う
依
件
と
(
同
・

5
の
俊
件
と
は
等
値
で
あ

b
、

が
安
物
側
の
要
因
と
貨
幣
側
の
嬰
困
ム
」
の
綜
令
で
あ
る
己
と
を
主
張
す
Z
の
は
己
白
と
と
に
よ
う
て
理
由
附
け
ら
れ
る
。
随
ワ
て
に

白
限
り
に
於
い
て
は
「
最
悪
白
混
乱
L

忙
導
い
た
と
す
る
ケ
イ
ジ
ズ
の
枕
許
仕
官
っ
て
い
友
い
よ
う
で
あ
る
九

貸
付
者
金
設

と
と
で
一
つ
の
こ
と
を
断
っ
て
止
と
う
。
す
な
b
ち
、
ハ
H
・
ど
式
と
へ
同
-
H
)

式
と
か
ら

T
H
l
F
ハ
l
u門
凶
七
門
)

が
得
ら
れ
る
。
い
ま
詮
歩
需
専
を

F
、
詮
券
供
給
を

m
y

(凶・
M
W
)

で
示
す
友
ら
ぽ
、
ハ
凶
・
白
)
式
よ
り

切唱。
+
L
『
刊
日
出
句
+
匝

(凶・

3

白
成
立
す
る
と
き
利
子
の
均
衡
が
成
立
す
る
。
と
心
鮪
を
根
擦
に
し
て
弐
白
如
き
異
論
が
提
出
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
す
注
わ
ち
.

「
貸
付
沓
金
設
が
利
子
白
貯
蓄
・
投
資
動
止
流
動
性
選
好
説
D
綜
令
で
あ
る
と
主
張
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
と
同
等
の
構
利
を
以
っ
て
、

流
動
性
選
好
設
は
利
子
白
貯
蓄
・
投
資
設
と
貸
付
一
資
金
設
の
綜
令
で
あ
る
と
主
張
し
得
る
」
と
、
な
る
ほ
ど
こ
の
よ
う
注
異
論
は
一

利
子
、
所
得
及
び
雇
傭

第
六
十
七
替

一コ・九五

第
六
擁

八
七



利
子
、
所
得
及
び
雇
傭

=
一
丸
六

賂
形
式
的
に
は
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。
然
し

G・
3
式
が
現
賀
白
市
場
の
如
何
友
る
事
態
を
一
不
す
式
で
あ
る
か
も
託
反
省
す
る
友
ら

ば
、
そ
む
根
撮
り
必
宇
し
も
確
突
で
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
凶

静
六
十
七
巻

第
六
輯

i¥ 
i¥. 

(1) 

高
田
保
烏
「
新
利
子
論
」
六

O
l六
一
頁
。

(2) 

同
・
冨
岡

4
5朗、号、
w
E目
H
S
I凶器

(3) 

ケ
イ
ン
ズ
が
「
最
悪
の
混
慨
し
と
批
評
し
た
回
目
貸
付
費
告
訴
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
申
際
ケ
イ
ン
ズ
院
自
然
利
子
摘
を
も
併
せ
て
論
じ
て
い

る
。
乙
白
貼
は
後
K
越
4

る。

(4) 

乙
四
鮎
、
本
稿
で
は
立
入
っ
て
論
ず
る
酷
裕
を
持
た
な
い
。
別
に
棋
を
得
て
考
察
し
た
い
と
思
う
ロ

上
越
白
理
由
に
よ
っ
て
、
貸
付
資
金
の
需
給
均
衡
を

G
・8
式
の
示
す
如
く
、
貯
蓄
と
貨
幣
存
在
量
を
一
方
の
側
に
、
投
政
官
と
現

金
残
高
に
封
ず
る
需
要
を
他
方
自
側
に
置
き
、
そ
の
同
者
白
均
衡
と
し
て
把
握
し
得
る
と
と
が
明
か
に
な
っ
た
。
と
の
瓢
念
白
た
め

陀
商
問
博
士
陀
よ
る
貸
付
資
金
論
白
定
式
化
と
比
較
し
て
見
ょ
う
。
高
田
博
士
は
貸
付
資
金
白
需
給
均
衡
を

同
情
齢
十
時
諜
抽
4
E
+
蛤
講
詩
E
H
熔
州
市
+
沌
諜
雰
欝
+
鴻
掠
荷
溺

を
以
っ
て
、
或
は
簡
単
に

雫
蹴
+
沌
謀
議
世
田
正
日
常
識
+
沌
諜
護
措
網
開

を
以
っ
て
一
市
さ
れ
る
。
若
し

(∞・同一)

沌
晴
晴
誕
抽
中
E
H
滝
構
業
、
菊
灘

(
臼
・
出
)



‘・

を

-
H
H
M
』
日
と
等
値
硯
し
得
る
な
ら
ば
(
臼
・

0
式
は

G
・
3
式
と
等
値
巴
友
b
、
随
っ
て
我
々
の
説
明
は
首
尾
一
貫
す
る
と
と
に

な
る
。
一
フ
ア
ナ
ア
及
び
安
井
教
授
は
正
に
と
の
上
う
な
も
む
と
し
て
貸
付
資
金
設
を
理
解
さ
れ
弘
r

然
し
己
D
離
に
つ
い
て
は
高
凹

博
士
忙
注
目
す
べ
き
異
論
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
高
田
博
士
に
よ
れ
ば
「
投
資
と
相
た
ら
び
℃
資
金
需
要
を
形
成
す
る
も
白
位
、
¥
貨
幣

保
有
D
要
求
一
般
で
は
な
く
し
て
、
貨
幣
保
蔵
だ
け
で
あ
る
。
と
の
と
と
は
資
本
供
給
の
側
虻
於
い

τも
主
れ
に
釣
隠
す
る
修
正
を

必
要
と
す
守
的
。
」
す
な
わ
ち
上
越
白

L
を
か
り
陀
貨
幣
保
有
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
そ
の
貨
幣
保
有
と
(
∞
・

0
な
い
し
。
・

3
陀
一
万
さ

れ
る
貨
幣
〔
純
)
保
臓
と
は
殿
密
に
区
別
主
要
す
る
。
と
れ
れ
高
岡
博
士
。
主
張
で
あ
る
。
う
い
で
に
保
有
と
保
臓
の
直
別
に
つ
い
て

高
田
博
士
の
主
張
を
い
ま
少
し
後
歩
け
て
止
と
う
。

「
前
者
に
つ
い
て
は
何
の
詩
碑
を
も
加
う
る
必
要
は
な
い
。
後
者
に
つ
い
て
は

若
干
由
説
明
を
必
要
と
す
る
。
と
れ

E
説
明
す
る
震
に
活
動
資
金
、
不
活
動
者
金
白
直
別
が
有
川
と
な
る
。
資
金
で
あ
る
以
上
、
そ

れ
は
い
つ
で
も
購
買
力
を
護
持
し
得
る
も
白
で
は
あ
る
が
、
そ
白
う
ち
に
ワ
い
℃
前
者
は
不
断
に
か
か
る
も
の
と
し
て
作
用
す
る
用

意
の
欣
惑
に
於
い
て
泣
か
れ
て
い
る
。
後
者
は
か
か
る
意
同
か
ら
切
断
せ
ら
れ
、
休
眠
吠
態
に
置
か
る
る
u

も
の
で
あ
る
。
新
し
き
従

う
て
預
定
せ
ざ
る
必
要
印
ち
不
時
の
必
要
が
あ
る
と
き
に
支
榔
わ
る
る
で
あ
一
ろ
う
が
、
歩
く
も
支
梯
わ
ぬ
と
い
う
意
同
白
下
に
置
か

れ

τ
い
る
D

保
臓
と
い
う
概
念
は
す
べ
て
と

D
不
活
動
資
金
に
闘
す
る
。
而
し

τ活
動
資
金
に
附
す
る
ζ

と
は
な
い
。
そ
白
故
に
資

金
の
区
別
に
立
入
ら
宇
し
て
は
保
臓
白
内
容
を
明
か
に
し
が
た
し
と
思
う
。
」
と
の
よ
う
な
説
明
主
税
む
と
き
直
一
ち
に
思
い
浮
ぷ
D

は
ケ
イ
ン
ズ
に
於
け
る
現
金
預
金
と
貯
蓄
預
金
由
一
阻
別
で
あ
る
n

或
い
は
コ
般
理
論
」
に
於
け
る
現
金
保
有
の
動
機
の
分
類
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
行
論
。
便
宜
上
ユ
民
珂
論
」
と
白
比
較
に
於
い
て
高
田
博
士
。
所
設
を
理
解
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

個
々
人
が
取
引
動
機
抗
び
に
橡
備
的
動
機
を
充
す
た
め
に
保
有
し
よ
う
と
決
意
す
る
現
金
白
景
を
ム
で
あ
ら
わ
し
、
投
機
的
動

ケ
イ
Y

ズ
に
よ
れ
ば
里
古
今
、
不
依
存
的
で
は
な
い
が
、
第
一
女
同
地

機
を
充
す
た
め
に
保
有
す
る
現
金
白
量
を
ふ
と
す
る
と
、

利
子
、
所
得
及
世
雇
傭

保
六
十
七
巻

=
一
九
七

静
六
腕

丹、

ブL



利
子
、
所
得
及
世
雇
傭

第
六
十
七
巻

= 
1I. 

" 
帯
六
輯

ブh
O 

近
と
し
て
相
互
に
猫
立
を
も
白
と
見
倣
ず
乙
と
が
川
来
る
。
か
く
て
存
十
代
貨
幣
量

M

M
叫
と
応
。
こ
う
に
介
れ

』
向
日
同
員
十
」

F
H
P
+』円同

)

，

リ

L

」
吉
田
く
と

E
が
出
来
る
町
一
一
両
回
博
士
が
保
織
と
い
わ
れ
る
と
き
と
の

L
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
引
も
し
小
具

を
す
て
て
貨
幣
保
臓
を

ι
で
表
す
な
ら
ば
、
貨
幣
純
保
臓
は

kl』
日
河
川
リ

L
P
』

V

は
、
現
金
保
有
の
二
つ
の
動
機
に
封
臆
し
て

(
白
・
臼
〕

m日
・
串
)

で
表
す
と
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
一
ム
は
期
首
(
品
る
い
前
期
末
)
に
於
け
る
保
蔵
貨
幣
置
で
あ
る
。

一
方
貨
幣
純
創
刊
景

t土

』
国
同

H
L
R

同

(
臼
・
叩
)

と
書
く
と
と
が
問
来
る
。
と
の
よ
う
，
に
記
現
在
定
め
る
な
ら
ば
、
高
閏
博
士
の
定
式

G
・0
は

同
+
h』
h
H
H
I十
h
p

(臼・晶一)

探移

と
書
吉
得
る
。
か
く
℃
我
々
の
問
題
は

G
・3
と
。
・

3
と
む
比
較
に
蹄
著
す
る
。
直
ち
に
明
か
な
よ
う
に

G
・
凶
)
か
ら
(
∞

-e

を
導
く
こ
と
は
問
来
な
い
。
す
友
わ
ち

Q
・
8

E
汚
慮
し
て
(
弘
凶
)
か
ら

~ 

h
+
』
凸
ナ
点
目
L「ー
+
L
P
+
L
P

査

(臼・
4
)

が
得
ら
れ
る
。

取
引
動
機
拭
び
に
謀
備
附
動
機
に
基
く
貨
幣
心
需
給
が
他
の
要
因
に
よ
っ
て
(
ケ
イ
シ
ズ
仁
於
い
て
は
所
得
の
調
節
に
よ

っ
て
)
均
衡
に
導
か
れ
た
と
す
る
と
、

』

h
M
H
L
?
と
な
り
、
同
遅
か
ら
差
引
〈
と
と
が

mtmz。
さ
ら
忙
(
臼
・
む
と
。
・

3

E
考

慮
す
れ
ば

Q
・3
は



h
+国
叫

N
+
h山国
h

r

H

i

H

+

肘

+

』

炉

(

曲

・

3

L
」
な
る
。
一
肌
及
び
一
ん
は
過
犬
の
量
で

b
H、
前
期
末
に
均
衡
が
存
在
し
て
い
た
と
想
定

L
得
る
か
ら
、

が
旧
来
る
。
す
な
わ
ち

雨
透
か
ら
差
引
〈
と
ム
」

』
十
=
』
昆
r
H
N
+
k
h
β

で
あ
る
。
。
.
世
)
は
活
干
白
想
定
を
世
く
と
と
に
止
。
て
ワ
ル
ヲ
ス
の
法
則
か
ら
導
か
れ
た
も
白
で
あ
る
。
と
れ
を
基
準
忙
し
て

(
ま
)
を
吟
味
し
て
見
る
と
、
ま
宇
一
向
者
白
相
一
遣
は
さ
逸
白
川
と
叫
に
あ
る
と
と
が
わ
か
る
。
ず
な

b
ち
ん
∞

-
S
は
+
促
進
白

川
を
訓
L
L
改
め
る
か
、
或
い
は
方
選
の
仏
を
必
に
改
め
な
け
ん
引
ば
矛
盾
を
含
む
己
と
に
な
る
。
川
山
を
汀
叫
に
改
め
る
と
お
ふ
)

士

(白・申)

同
+
h
L民
リ
L「
+
h
h

(
印
・
]
さ
)

ム
」
な
る
。
然
し
と
白
ょ
う
友
修
正
は
純
保
蔵
で
は
な
〈
て
純
保
合
内
包
ツ
ク
ス
流
に
い
え
ば
日
同
E
K官
E
E
回
。
向
日
岳
)
E
'
と
り
入
れ
る

と
と
に
な
る
o
高
田
博
士
空
蓄
に
内
在
す
る
限
担
、
む
し
ろ
訓
を
川
叫
に
改
め

Q-U)
在
以
っ
て
貸
付
資
金
一
説
の
定
式
化
と

す
る
と
と
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。

(1) 

高
田
保
馬
「
最
近
利
子
前
研
誼
」
四
九
頁
。

(2) 

〉
・
】
V
'
F
O
E
2
・
K
E
E
P
E
L
O
B
E
】
P
P
O
E
t
-
2
5
3
2
4
0時

E

2

2

包
F
S
N
S
R
Y
E
-

す
m

冨臼む)・

(3) 

安
井
躍
磨
「
ヒ
ッ
ク
ス
自
利
子
理
論
|
|
高
田
保
馬
博
士
回
数
を
乞
う
」
(
純
情
車
問
集
第
十
三
巻
第
一
一
間
)
九
五
九
七
買
。

高
田
保
馬
「
新
制
子
論
」
六
)
頁
。

F

(4) 

同
冒
・
一
同
o
H
E
v
r
A
Mヨ
苫
ゐ
与

R
E
K
号
室
内
主
刷
、
RSN
・
h
出
】
・
白
日
1
富

利
子
、
所
得
及
び
雇
傭

事
六
十
七
巻

E三

九

:n. 

第
六
韓

ブL

• 

a 
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利
子
、
所
得
及
世
雇
傭

第
六
十
七
巻

四

O
O

揮
六
融

ブし

向
『
・
回
同
3
d
F
U
3、
市
司
令
竜
豆
、
一
1PARt
耳
J

司

同

富

山
川
一
高
田
保
馬
博
士
も
大
陸
こ
の
と
と
は
承
認
し
て
お
b
れ
る
工
う
で
J

あ
る
。
高
岡
保
馬
「
最
近
刺
干
前
研
究
」
一
四
一
一
|
一
四
三
賀
。

匂

国

¥ 

¥
 

貸
付
資
金
設
を
定
式
北
す
る
に
凶
品
目
J

て
、
。
・
申
)
を
採
用
す
る
か
合
・

8
)
を
採
川
寸
る
か
伐
さ
ほ
ど
軍
要
注
問
題
で
在
い
と
忠

わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

然
も
な
沿
(
∞

-
H
S
E斥
け
て
お

-
S
を
採
用
す
る
た
め
に
は
そ
れ
相
除
白
理
由
が
な
ゆ
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
貨
幣
保
有
一
般
を
斥
け
て
貨
幣
保
臓
白
み
を
問
題
に
す
る
に
は
そ
れ
相
感
心
根
協
が
左
け
れ
ば
な
ら
な
い
U

も
ち
ろ
ん
と
と
で

と
の
問
題
を
全
両
的
陀
採
上
げ
て
論
じ
査
す
用
窓
を
持
た
な
い
が
、
若
干
白
こ
と
を
附
一
官
レ
て
措
く
の
は
必
宇
し
も
無
意
義
で
は
aな

い
で
あ
ろ
え
ノ
。

貨
幣
保
械
は
し
ば
し
ば
貨
幣
自
流
通
界
か
ら
白
逃
避
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
前
摘
白
高
凹
博
士
自
説
明
に
よ
っ
て
も

、
明
か
で
あ
る
心
.
ヶ
イ
V
ズ
白

Z
E
E
-
n
E
E
S
と
国

E
R
E
-
n
z
z
Eロ
と
の
闘
係
白
分
析
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
と
と

ろ
で
あ
る
。
と
D
意
味
で
保
械
は
貨
幣
の
滞
留
期
間
D
延
長
と
結
附
け
て
材
え
ら
れ
、
ま
た
し
ば
し
ば
貨
幣
白
流
活
速
度
の
問
題
と

結
附
け
て
理
解
せ
ら
れ
て
い
る
。
随
っ
て
貨
幣
保
臓
を
強
制
さ
れ
る
高
岡
博
士
が
、
同
時
に
「
私
が
ヒ
ツ
ク
ス
利
子
決
定
論
に
加
え

て
い
る
批
判
ば
論
貼
極
め
て
多
岐
に
亙
る
け
れ
ど
も
、
共
中
心
黙
は
、
貨
幣
白
流
迅
速
度
従
い
て
貨
幣
白
流
渇
す
る
と
い
う
事
'
民
が

E
し
く
考
慮
せ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
陀
あ
る
」
と
辿
ぺ
℃
ゐ
ら
れ
る
白
は
む
し
ろ
ん
品
然
む
と
と
と
い
え
よ
う
。

私
は
と
と
で
貨
幣
自
流
活
速
度
を
汚
慮
区
入
れ
ね
ば
貨
幣
理
論
が
解
き
得
ぬ
と
い
う
意
味
に
於
い
て
一
小
可
快
で
あ
る
か
否
か
を
論

む
占
う
と
は
息
わ
な
い
。
た
だ
我
々
。
立
場
か
ら
と
の
'
さ
つ
な
主
張

E
如
何
に
現
解
す
れ
ば
よ
い
か
、
と
い
う
離
に
だ
け
問
題
を
限



定
し
亡
開
設
す
る
に
止
め
よ
う
と
思
う
。
い
ま
飾
単
白
た
め
に

L
Z
9
1
F
(
u
g
 

と
い
う
微
分
方
程
式
を
考
え
よ
う
。
五
は
い
う
ま
で
も
な
く
貨
幣
に
封
ず
る
超
過
需
要
で
あ
る
。
札
刊
は
利
子
奉
と
考
え
て
も
、
使

格
水
準
と
考
え
て
も
、
さ
し
あ
た
り
現
在
の
行
論
陀
は
差
支
え
な
い
。
た
だ

h

E
利
子
率
と
考
え
た
な
ら
ば
釘
は
一
h
伎
で
あ
り
‘

札
口
白
時
間
的
な
時
型
化
率
に
影
響
宇
る

公・同
V

札
口
を
債
格
水
車
と
考
え
る
な
ら
ば

u
h
は
負
債
で
あ
る
。
(
山
・
己
心
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

白
は
、
貨
幣
D
超
描
需
要
な
い
し
超
過
供
給
が
い
く
ら
あ
る
か
と
い
う
と
と
だ
け
で
あ
る
。
流
れ
と
し
て

D
現
金
供
給
を
局
、
流

れ
と
し
て
白
現
金
需
要

E

A
と
書
く
た
ら
ば

H
F川
句
。
l
h
F
川
L
F
l
同

字

・

日

)

で
あ
る
が
、
公
-
H
)

が
問
題
と
す
る
の
は
こ
の
差
た
る

v
h

だ
け
で
あ
う
て
、
目
的
及
び
ぬ
の
値
が
い
く
ら
で
あ
る
か
、
あ
る
い

は

L

及
び

M
が
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
で
あ
る
か
は
寸
と
白
際
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
と
れ
に
謝
し
て
流
通
速
度
を
強
制
す
る
立
場

白
人
々
は
、
超
過
需
要
不
の
み
れ
任
問
題
に
す
る
の
で
は
満
足
し
在
い
。
い
く
ば
く
の

M
が
、
い
く
ば
く
白
丸
紅
い
し
ぬ
と

と
れ
が
こ
の
立
場
白
人
々
の
重
要
友
関
心
事
で
あ
る
。
高
田
博
士
が
ヒ
ツ
ク
ス
に
封
ず
る
批
評
と
し
亡
「
所

謂
貨
幣
方
程
式
に
は
流
初
速
度
が
た
い
、
期
初
に
於
け
る
描
貨
量
と
期
末
忙
於
け
る
諮
貨
設
と
白
差
額
だ
け
が
表
示
せ
ら
れ
古
い
る
。

な
っ
て
流
通
し
た
か
、

そ
れ
が
何
同
だ
け
同
縛
し
て
来
た
か
は
金
〈
問
題
と
な
ら
ぬ
。

一
方
に
於
い
て
貨
幣
数
量
は
所
興
と
し
て
典
え
ら
れ
て
い
宇
、
た
だ

そ
れ
の
矧
聞
に
於
け
る
増
加
な
昔
と
と
だ
け
が
貨
悌
取
得
の
方
程
式
に
主
り
て
一
訴
さ
れ
て
い
る
。
他
方
に
於
い
て
流
通
速
度
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。
従
い
て
均
衡
白
成
立
に
必
要
な
貸
融
市
側
札
傑
件
は
、

自
由
出
し
と
さ
れ
る
の
は
と
の
意
味
に
理
解
じ
得
る
で
あ
ろ
う
。

と
れ
に
占
り
て
興
え
ら
る
る
と
と
ろ
友
し
と
い
わ
ざ
る
を
得

制
子
、
所
得
及
刊
日
雇
傭

第
六
十
七
場

四
O 

第
占
ハ
韓

1L 



利
子
、
所
得
及
び
雇
傭

第
六
十
七
巻

四
O 

第
六
輯

丸

四

高
田
博
士
白
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
少
ぺ
と
も
貨
幣
に
つ
い
て
は
保
蔵
左
い
し
流
通
速
度
の
考
慮
が
必
要
不
可
紋
で
あ
る
か
ど
う
か
。

と
白
問
題
を
と
と
で
充
分
論
議
す
る
だ

V
の
飴
裕
と
用
意
と
そ
私
住
持
っ
て
い
な
い
。
な
-h
一
般
に
債
格
由
時
間
的
融
当
佑
率
を
規
定

す
る
サ
ミ
且
エ
ル
ソ
ン
流
白
微
分
方
程
式
に
つ
い
て
、
調
立
師
聖
教
を
超
過
需
要
で
は
な
し
に
、
需
要
量
・
供
給
荒
に
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
見
解
は
つ
と
に
森
嶋
助
教
授
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
も
と
の
勲
伝
聞
し
て
も
い
ま
立
入
台
て
論
ヂ
る
意
闘
を
持
ワ

τ
い
な

ν、
。(1) (2) 

H

Z
・同
4
E明、
A
M
3
2
骨
量
岡
宮
主
可
s
h
h
司
・
民
同
3
1
回世・

高
田
保
馬
「
最
近
利
子
論
研
究
」
一
一
宍
買
。

高
岡
保
馬
「
最
近
利
子
論
研
究
」
ニ
豆

1
ニ
六
頁
。

森
崎
趨
夫
「
静
串
的
安
定
保
件
と
勤
愚
的
安
定
保
件
」
(
枇
曹
科
串
評
論
第
三
集
)
。

@ 

(3) (4) 

五

新
占
典
訳
白
利
子
理
論
は
三
宮
喝
。
空
白
色
色
。
。
町
巳
て
、
に
導
く
も
り
で
あ
る
、
と
い
う
ケ
イ
シ
、
ス
の
批
評
が
「
貸
付
資
金
設
」

-

K
関
す
る
限
り
必
4
y
し
喜
一
品
を
待
ぬ
と
と
は
す
で
に
明
か
で
あ
る
。
然
し
ケ
イ
ジ
ズ
の
新
古
典
沃
忙
謝
す
る
非
難
は
、
貸
付
資
金
設

に
だ
け
劃
す
る
も
の
で
な
く
、
同
時
陀
自
然
利
子
論
治
主
び
中
立
貨
幣
諭
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
ケ
イ
ン
ズ
に
於
い
て
低
貸
付
資

金
設
に
謝
す
る
批
評
と
、
自
然
利
子
論
に
封
ず
る
批
評
が
混
同
し
た
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
E
D
両
者
は
決
し
て
共
に
起
ち
共

に
倒
れ
る
如
き
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
貸
付
資
金
設
に
闘
す
る
限
り
ケ
イ
V
ズ
D
批
評
が
的
を
得
て
い
な
い
と
と
は
玩
に
述
べ

た
が
、
自
然
利
子
論
に
ヲ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
Q

と
の
鮪
の
吟
味
に
移
ろ
う
。
た
だ
と
白
際
自
然
利
子
論
白
吟
味
そ
れ
自
慨
は



我
々
に
と
っ
て
は
、
い
わ
ば
副
弐
的
な
興
味
を
し
か
惹
か
な
い
。
我
々
の
員
の
狙
い
は
、
と
の
吟
味
白
過
程
を
通
じ
て
新
古
典
仮
白

シ
ス
テ
ム
白
一
面
、
然
も
そ
の
重
要
な
一
回
世
明
か
肥
す
る
と
と
に
あ
る
。

自
然
利
子
論
な
い
し
は
強
制
節
約
白
理
論

E
考
察
の
封
象
と
す
る
と
き
、
活
常
狙
上
に
枕
せ
ら
れ
る
の
は
ウ
ィ
ク
セ
ル

D
R
b
T

目
白
丸
ま
草
色
合
長

eU35句
。
ョ
の
所
設
な
い
し
は
ハ
イ
エ
ク
の
宮
、
言
語
吉
正
予
邑
ゑ
忌
g
u
屯
の
論
述
で
あ
る
が
、
と
と
で
は
こ
れ

ら
の
著
名
な
自
然
利
子
論
を
故
意
に
避
け
て
ピ
グ
ウ
の
標
準
利
子
牽
宝
百
円
Z
E
E
-
o
L
E
E
S
f
唱
。
官
:
E
L
E
2
2
)
O
構
想

主
念
頭
陀
置
く
と
と
に
す
る
。
け
だ
し
ス
ワ
エ

l
J
T
V
晶
子
派
や
オ
l

ス
ト
ト
ア
曲
学
汲
白
肖
然
利
子
論
に
つ
い
て
は
す
で
に
汗
牛
宏
棟

と
も
い
え
る
視
に
多
く
白
紹
介
な
い
し
論
評
が
あ
る
じ
‘
ま
た
現
布
。
我
々
白
開
心
た
る
ケ
イ
V
ズ
波
と
白
比
較
に
於
い
て
最
も
興

味
深
い
の
は
ピ
グ
ウ
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
随
っ
て
以
下
白
我
々

D
考
察
は
ピ
グ
ウ
白

4
Z凶
15也
久

554
弓円。ミモ

r

ま
宇
そ
と
に
於
け
る
ピ
グ
ウ
の
所
設
を
極
め
て
大
騰
に
我
々
白
言
葉
に
書
き
改
め
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

官
1
H
4
に
向
け
ら
れ
る
。

ぅ。
い
ま
最
も
簡
阜
な
形
で
市
場
均
衡
を
把
揮
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は

出
向

H
』
日

(
印
・
同
)

同
日
同

(
日
・
回
)

の
一
一
式
で
あ
ら
わ
す
こ
と
が
旧
来
る
。
最
も
素
朴
赴
形
の
古
典
汲
理
論
忙
於
い
て
位
、
周
知
白
如
〈

h
u同
を
も
た
ら
す
っ
ァ
ク
タ
J

ー
と
し
て
利
子
率

r

が
考
え
ら
れ
、

L
R
H
h
を
も
た
ら
す
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
荊
費
財
債
格
水
準

P
が
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る

が
、
ピ
グ
ウ
は
(
少
〈
、
と
も
M
3
bえ
同

ヨ

-P3:弐
門
主
主
t
q
n迫
害
、
に
於
げ
る
ピ
グ
ウ
は
)
そ
の
よ
う
に
単
純
化
さ
れ
た
函
激
闘
係
を
採
用
し
な

ν、。

利
子
、
所
得
及
刊
日
雇
傭

静
六
十
七
巻

四
O
=
一
務
六
毅

ブし

豆王



利
子
、
所
得
及
び
雇
傭

民
H
』
U

を
も
た
ら
す
フ
ア
ク
ダ
ー
と
し
て
泊
費
財
債
格
水
準
の
用
地
す
役
割
を
否
定
し
は
し
い
な
が
、
モ
れ
と
並
ん
で
利
子
率
の
豆

要
性
も
強
調
さ
れ
る
。
例
え
ば
中
央
銀
行
白
金
利
政
策
(
割
引
政
策

γや
公
開
市
場
政
策
忙
徴
し
て
も
貨
幣
市
場
と
利
子
白
閥
係
の
緊

第
六
十
七
巻

E
O
回

第
』
円
貌

弘
司
、

4
ノ
d
ノ

密
な
と
と
は
わ
か
る
。
か
〈
セ

L
R
H』
口
ハ
』

uw
時中

(
日
・
∞
)

と
書
く
と
と
が
一
般
に
可
能
で
あ
る
。

苫
で
あ
る
消
費
財
債
格
水
準

Y
に
於
い
て
同
町
H
F
を
成
立
せ
し
め
る
主
う
な
銀
行
利
子
率
〆
が
定
っ
た
と
す
る
。

己
白
ト
時

う
に
し
て
成
立
し
た
〆
で

h
H
H
が
成
立
す
る
と
い
う
保
詮
は
な
い
。
或
い
は
同
八
』
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
ま
た
L
『

v
h

で
あ
る
か
志
知
れ
た
い
。
一
般
に
あ
る
消
費
財
慣
俗
水
準
が
興
え
ら
れ
で
い
る
と
し
て
、
同
日
恥
を
成
立
せ
し
め
る
利
子
率
川
と

同
H
M口
を
成
立
せ
し
め
Z
利
子
率
〆
と
が
完
全
に
一
致
す
る
と
い
う
保
設
は
存
在
し
な
い
。
ピ
グ
ウ
が
標
準
利
子
率
ξ

い
う
白
は

/
 

と
白
川
で
あ
る
。
周
知
の
如
〈
ウ
ィ
ク
セ
ル
以
来
の
自
然
利
子
概
念
は
極
め
て
多
義
的
な
も
白
で
あ
-P、
必
す
し
も
明
確
と
除
い

え
な
か
っ
た
が
、
ピ
グ
ウ
は
こ
の
多
義
性
を
却
け
て
L
『
刊

u
h
を
成
立
せ
し
め
る
利
子
率
を
標
準
剥
子
率
白
内
容
と
し
て
採
刑
し
た
白

で
あ

Z
。
か
〈
て
銀
行
利
子
率
と
標
準
利
子
率
と
が
一
致
し
友
い
以
上
、
言
い
か
え
れ
ば
〆
に
於
い
て
同
リ
同
が
成
立
し
な
い
以

上、

H
n
h
を
成
立
せ
し
め
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
白

E
と
か
で
調
整
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

己
の
鮪
に
ワ
い
℃
注
目
せ
ら
れ
る

白
は
、
以
上
白
諭
識
に
於
い
て
あ
る
傾
枯
水
準

p
が
聞
(
え
ら
れ
て
い
る
も
む
と
限
定
し
た
己
と
で
あ
る
。
も
し
債
格
水
準

P
曲三

P 

と
異
る
も
D
で
あ
る
と
す
れ
ば
事
態
は
少
し
〈
遮
っ
た
も
の
と
な
る
筈
で
あ
る
。

る
日
町
苔
・
投
資
の
利
子
率
決
定
論
」
貝
る
H
h
(る
を

と
白
賄
に
著
目
し
て
素
朴
な
古
典
波
に
於
け

」
「
(
コ
旬
以
)
リ
』
(
3
H
U
)

(
日
・

3



修

ム
」
書
き
あ
ら
た
め
る
こ
と
に
す
る
。

と
と
で
H
u
h
を
も
た
ら
す
よ
う
な
利
子
率
と
使
格
水
準
。
相
互
闘
係
主
考
察
し
て
訟
と
う
。

Q
・6
止
り
直
ち
に
明
か
な
仙
く

件
、

H
l
h
F

-
E
1
刻引
UMU引

で
あ
る
。

h
l
h伊
八
p

h

、lL
P〉
号
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

3
・
5

(
印
・
叩
)

。
位
は
負
で
あ
可
制
。
さ
て
元
に
返
っ
て
、
興
え
ら
れ
だ

消
費
財
債
格
水
準

P

忙
於
い
て
』

hn』
口
を
も
た
ら
す
利
子
率

J
T

に
よ
っ
て
は
貯
蓄
L
」
投
資
が
均
衡
せ
し
め
ら
れ
る
と
は
限
ら

在
い
。
「
、
八
三
白
場
合
は
消
費
財
債
格
水
準
は
上
昇
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
司
、
〉
3

の
場
合
に
は
泊
費
財
債
格
水
準
は
下
落
せ
ね
ば
左

ら
な
い
。
前
者
が

FRO〔ご
0
4
の
場
合
で
あ
り
、
後
者
が
「
2
n向島

E
C
F
d
の
場
合
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

に
せ
よ
、
債
格
水
準
が
獲
る
な
ら
ば
出
向
日
明
を
も
た
ら
す
利
子
率
，
r
も
も
は
や
〆

己
の
何
れ
の
場
合

で
あ
り
得
な
い
。

要
す
る
に
棋
準
利
子
率

主
銀
行
利
予
率
と
忙
事
離
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
利
子
率
と
消
費
財
慣
格
水
準
D
双
方
に
趨
肱
が
.
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
我
々
は
ピ
グ
ウ
白
強
制
節
約
白
理
論
を
か
な
り
大
謄
に
我
々
白
言
葉
で
再
構
成
し
た
。
こ
の
よ
う
に
整
理
を
施
す
こ
と
は
後

に
見
る
如
く
ピ
グ
ウ
自
身
の
紋
越
か
ら
若

T
の
距
離
を
持
っ
と
と
に
な
る
。
然
し
他
な
ら
ぬ
そ
の
黙
が
我
々
の
ピ
グ
ウ
に
封
ず
る
批

判
賄
を
構
成
す
る
わ
け
で
あ
る
。
い
ま
さ
し
営
り
そ
白
事
を
錯
く
と
す
れ
ば
、
と
の
よ
う
に
整
理
し
再
構
成
す
る
と
と
陀
よ
っ
て
、

ピ
グ
ウ
の
分
析
由
一
一
山
、
少
ぺ
と
も
モ
の
重
要
な
一
両
は
か
左
hJ
に
明
瞭
に
浮
び
上
っ
た
。
然
し
己
の
ピ
グ
ウ
の
理
論
に
更
に
主
入

っ
た
吟
味
を
行
う
ま
え
に
ケ
イ
y
ズ
む
有
数
需
要
の
原
理
に
簡
単
な
一
骨
を
掛
っ
て
沿
く
と
止
が
便
利
で
あ
る
。

同
ケ
イ
ン
メ
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
充
官
主
シ
ス
テ
ム
が
み
れ
で
あ
る
。
と
の
鮪
ヤ
戸
同

4
3
P
E
E
N
N
同
点
在
、

S
E
-
-
5
t

同
∞
♂
凶
器

1回
5
F
包印
j
担
。
其
の
仙
を
見
上
。

h
r

・
口
-
出
向
。
♂
『
骨

M
1
b
E
q
山

¥~vt号
、
屯
を
君
主
唱
日
以
凶
H
P
出
回
日

j凶
F
0
・

(2) 

利
子
、
所
得
及
び
雇
傭

第
六
十
七
巻

四

O
五

事
占
>、

臨

ブL
七



利
子
、
所
得
及
び
雇
傭

第
六
十
七
巻

四
O
六

第
六
輔

九
f、

間

P
門
司
戸
向
。

P
寺町、

-L
呂
田
.

山
円
高
田
保
馬
「
唐
然
利
子
前
」
(
経
済
論
議
事
四
四
番
第
正
競
)
四

O
七
|
四
一
回
頁
。
背
山
秀
夫
「

F
ィ
ク
セ
ル
的
正
常
利
干
概
念
目
批
判
」
A

百

本
経
済
皐
骨
年
報
第
一
輯
)
一
ニ

C
頁
以
下
。

(5) (6) 

乙
四
時
「
貸
借
論
」
四
ケ
イ
y
ズ
と
共
調
で
あ
る
。

ζ
ζ
K
L
k
u
一
そ
ん
は
む
一
b

で
あ
る
o
以
下
一
正
書
か
ぬ
が
同
様
で
あ
る
o

-‘・・，、

ケ
イ
ン
ズ
の
有
奴
需
要
白
原
理
に
つ
い
て
は
い
ま
さ
ら
多
一
育
主
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
と
で
は
ζ
白
文
脈
に
於
い
て
必
要
左
と

と
だ
け
を
最
ゆ
限
述
べ
て
K
4

と
う
。

ピ
グ
ウ
の
強
制
節
約
凸
理
論
は
我
々
白
再
構
成
に
よ
っ

τ
八日・

8

G
・
6
の
二
式
を
解
く
と

と
に
師
約
さ
れ
た
。
同
桜
D
筆
法
で
い
え
ば
有
般
需
要
白
原
理
は

』
同
日
』
口
(
六
匂
)

』

(

門

司
)
u
L『
(
M
J

る

(∞
-
H
)
 

(
デ
回
叫

所
得

γ

な
い
ao

か
く
し

τ
r

。
式
を

白河手
水場〈
準と
でと
トー Ic 

ir ft帯
同「
主 主ミ
も
プこ
b 
す
と
は
限
ら
な
ν、

ロ
ヂ
ツ
ク
は
前
と
全
く
同
じ
で
あ
一
る
。
同
町
H
』

U
E成
立
せ
し
め
る
利
子
率
が
、

あ
る
血
行
え
ら
れ
た

が
存
在
す
る
こ
と
、

の
高
苫
忙
描
理
化
が
起
ら
ね
ば
な
ら

が
そ
れ
ぞ
れ
有
放
需
要
と
し
て
雇
傭
量

E
決
定
す
る
円
さ
て
利
子
率
に
下
限

及
び
資
本
主
義
白
高
度
に
褒
達
し
た
誇
園
で
は
利
子
率
が
す
で
に
下
限
陀
近
附
い
て
い
る
と
と
、
と
れ
ら
の
理

は
完
全
雇
傭

E
保
護
し
得
山
根
皮
に
低
い
佑
し
か
と
り
得
な
い
場
合
が
多
い
。
と
れ
が
有
放
需
要
の
原
理
由
大
要

』

H
H
を
も
た
ら
す
た
め
に
は

Y

D
高
さ
が
決
ま
り
、

そ
の

Y

山
花
よ
ヲ
亡

Y

。



で
あ
る
。

と
り
よ
う
に
考
え
た
と
き
、
前
述
の
強
制
節
約
の
理
論
と
ケ
イ
ン
ズ
の
有
殺
需
要
の
原
理
と
は
形
式
的
に
は
極
め
て
類
似
し
て
い

る
円
然
し
雨
者
。
相
違
も
亦
明
か
で
あ
る
。
雨
者
白
相
違
と
い
う
白
は
、
強
制
節
約
の
理
論
に
於
け
る
消
費
財
債
格
水
準

P

が
有

技
需
市
立
白
原
理
に
於
い
て
は
所
得

Y

に
置
換
え
ら
れ
た
こ
と
、
及
び
雇
怖
置
が
そ

D

Y
隆
つ
ア
一
有
枚
需
現

D
一
一
例
函
教
と
置
か

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
の
相
F

述
が
新
古
典
択
の
慨
系
と
ケ
イ
ン
ズ
理
論
。
慨
系
に
於
い
て
ど
れ
だ
け
白
意
味
を
持
り
か
は
そ
れ
自
問

極
め
て
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
鮎
に
論
及
す
る
以
前
に
ピ
グ
ウ
の
標
準
利
子
率
の
理
論
に
立
反
っ
て
若
干
の
吟
味
を
加
え

τむ
こ
う
。

(1) 

「
戸
間
E
J
語、-ニ￥

a
i包
な
お
乙
の
怖
に
づ
い
て
は
ロ
B
『
旦

E
E
3
吋
ロ
自
白
書
HEEF司
自
色
司
巳
-
阿
国

1
。ヨロ何回
f

『
守

、内ミ吉員、
"
h
s
s語
、
同
3
5手
町
仙
台

1
E
A
m∞
も
亦
参
閣
に
偲
す
る
。

(2) 

も
ち
ろ
ん
乙
の
際
ピ
グ
ウ
に
於
い
て
は
貨
物
の
側
が
強
調
さ
れ
、
ケ
イ
ン
ズ
に
於
い
て
は
貨
幣
白
側
が
頭
調
さ
れ
る
と
い
う
一
般
的
個
向
の
あ
る

乙
と
は
否
定
し
な
い
。七

我
々
は
先
に
ピ
グ
ウ
の
強
制
節
約
の
理
論
を
か
友
り
大
腸
に
我
々
自
身
白
言
葉
に
脊
改
め
た
。
然
し
そ
白
時
に
も
開
設
し
て
沿
い

た
止
う
に
ピ
グ
ウ
自
身
自
殺
述
は
必
宇
し
も
明
確
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
、
そ
白
不
明
確
さ
は
私
見
に
上
れ
ば
標
準
利
子
率
を
棒
組

す
る
と
と
そ
れ
自
協
に
原
因
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

標
準
利
子
率
二
時
L
自
然
利
子
事
)
な
る
も
の
は
仮
設
的
な
も
白
で
あ
っ
て
現
買
に
存
私
す
る
も
白
で
は
な
い
。
現
貫
主
桂
在
す
る

利
子
、
所
得
及
び
雇
傭

静
六
十
士
巻

四

O
七

第
六
貌

ブL
ブし



利
子
、
肝
得
及
び
雇
傭

第
六
十
七
巻

四
O
八

静
占
円
時
四

一00

の
は
皐
に
貨
幣
利
子
牽
(
銀
行
利
子
空
白
み
?
あ
る
。
標
準
利
子
率
と
貨
幣
利
子
寧
と
D
霜
離
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
い
わ
ば
己
弓

E-

左
も
白
で
あ
っ
て
耳
目
巳
な
も
の
で
は
な
い
。
と
白
鮪
ピ
グ
ウ
白
論
述
は
常
に
必
や
し
も
明
断
で
は
な
い
山
。
ヒ
カ
ク
ス
が
ウ
ィ
ク

セ
ル
に
つ
い
て
「
ウ
ィ
ク
セ
ル
及
び
そ
の
直
接
む
後
機
者
た
ち
が
長
ら
く
白
閥
、
貨
幣
利
子
卒
と
自
然
利
子
率
と
白
事
離
が
彼
等
の

理
論
白
根
本
原
理
で
あ
る
と
い
う
息
遣
を
し
つ
づ
け
た
と
と
は
む
し
ろ
不
幸
た
事
で
あ
る
。
若
し
と
り
担
論
を
般
識
に
解
す
る
な
ら

“
ば
こ
白
話
離
は
常
に
え

Z
E
-
左

も

の

に

す

ぎ

た

い

。

と

の

理

論

は

崩

壊

す

る

。

レ

己
申
話
離
が
現
買
の
も
り
と
な
る
や
否
や

と

述
べ
て
い
る
の
忙
謝
し
て
ピ
グ
守
も
亦
例
外
た
り
得
な
い
。

，
次
忙
標
準
利
子
翠
(
或
い
は
自
然
利
平
唱
)
は
貨
幣
的
要
因
か
ら
猟
立
に
定
ま
る
と
見
ら
れ
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
ピ
グ
ウ
も
亦
「
貨

幣
側
白
一
撹
乱
は
そ
れ
自
身
質
物
側
の
保
件
に
影
響
を
具
え
な
い
。
随
っ
て
貨
幣
側
の
撹
乱
が
起
っ
た
と
し

τも
棋
準
利
子
率
は
動
か

さ
れ
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
然
し
上
越
白
如
〈

h
l
H
を
も
た
ら
「
利
子
率
は
消
費
財
債
格
水
準
白
そ
れ
ぞ
れ
の
高
さ
に
臆
じ
て

種
々
白
一
具
る
値
を
と
り
得
る
。
否
更
に
端
的
に
い
え
ば
如
何
な
る
高
さ
の
銀
行
利
子
率
に
於
い

τも
、
消
費
財
債
格
水
準
が
趨
笛
な

値
を
と
る
と
と
に
よ
っ
て

h
n
h
は
成
立
し
得
る
。
随
円
J

て
と
む
よ
ラ
に
何
ら
か
の
確
定
的
在
標
準
利
子
寧
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、

貨
幣
的
要
因
か
ら
調
立
で
あ
る
と
見
る
の
は
E
確
で
な
い
。
ケ
イ
ン
ズ
が
「
貨
幣
論
」
に
於
け
る
自
ら
D
取
扱
い
を
悶
願
し
つ
つ
「
然

と
白
定
義
に
於
い
て
、
如
何
な
る
唄
え
ら
れ
た
枇
合
に
於
い
て
も
悦
定
さ
れ
た
雇
傭
-
水
準
む
そ
れ
ぞ
れ
陀
膝
じ
て

異
る
自
然
利
子
率
四
存
在
す
る
主
い
う
事
貨
を
見
逃
し
て
い
た
。

し
な
が
ら
私
は
、

隠
口
J

て
唯
一
白
自
然
利
子
率
に
つ
い
て
諮
る
と
か
、
上
の
定

義
が
雇
傭
水
準
と
は
無
関
係
に
利
子
率
の
一
義
的
在
住
を
興
え
る
も
り
で
あ
る
と
示
唆
す
る
白
は
設
り
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
む

は
、
ケ
イ
V

ズ
流
白
表
現
で
で
は
あ
る
が
、
ピ
グ
ウ
を
も
合
め
て
新
古
典
抵
の
自
然
利
子
白
理
論
に
謝
す
る
重
要
注
批
評
賄
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
こ
と
に
引
用
し
た
ケ
イ
V
ズ
の
文
章
白
雇
傭
水
準
と
い
う
言
葉
を
債
格
水
準
と
読
み
か
え
て
行
く
な
ら
ば
上
に



我
々
が
述
べ
た
と
と
と
符
邸
主
令
す
と
と
が
わ
か
る
。
我
々
の
場
合
。
債
格
水
準
が
ケ
イ
ン
式
に
於
い
て
履
傭
水
準
と
詳
か
れ
た
現

山
は
明
か
で
あ
る
。
@
・

3
g・
5

0
二
式
で
見
た

t
う
に
、
新
古
典
恨
む
強
制
節
約
の
理
論
と
ケ
イ
Y
ズ
心
理
論
は
、
前
者
の
鑓

に
置
き
か
え
ら
れ
、
且
り
雇
傭
水
準
が

Y

D
単
調
増
加
函
数
と
し
て
輿
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

数

P

が
後
者
に
於
い
て

y

る。
か
く
D
如
く
、
標
準
利
千
率
の
概
念
は
正
確
で
も
な
け
れ
ば
便
宜
で
も
な
い
。
ま
し
て
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
中
立
貨
幣
白
構
想
と
緯

司冒

附
〈
と
き
・
ケ
イ
ン
ズ

D
E
F
0
4
4
0
Z
E
E
-。
。
「
色
、
と
い
う
批
評
も
あ
・
な
が
ち
誇
張
、
と
は
い
え
由
ょ
う
で
あ
る
。
然
し
中
立

貨
幣
白
泥
沼
に
入
る
意
闘
が
全
く
な
い
と
す
れ
ば
、
標
準
利
子
率
。
概
念
を
捨
て
去
っ
て
も
強
制
節
約
百
現
象
を
説
明
す
る
と
と
は

可
能
で
あ
り
、
現
に
前
述
し
た
我
々
白
強
制
節
約
白
理
論
白
再
構
成
は
そ
の
上
う
な
も
の
と
し

τ理
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
端
的
に

い
え
ば
そ
白
場
令
奥
え
ら
れ
た
消
費
財
債
格
水
準
で
民
リ
ト
主
成
立
せ
し
め
る
よ
う
に
利
子
率
が
決
っ
た
と
す
る
。
そ
の
利
子
率

で

h
H
同
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
は
限
ら
お
。
一
面
日
同
の
成
立
せ
ぬ
と
き
利
子
率
及
び
消
費
財
債
椅
水
準
白
双
方
が
動
か
ね
ば
友
ら
な

い
。
い
ま
消
費
財
債
格
水
準

P

に
著
目
し
て
い
え
ば

h
V同
の
と
吉
消
費
財
償
格
水
準
は
下
落
し
、

h

叫
ん
ハ
同
の
と
き
消
費
財
慣
格

水
準
は
上
昇
す
る
。
前
者
が
『
。
呂

&
Z
E
o
d
k封
膝
し
、
後
者
が
問
。
目
色

r
d
忙
封
臨
す
る
ヨ

か
く
の
如
く
解
す
る
と
き
国
内
H
L
F
と

h
H
H
の
二
つ
白
均
術
保
件
が
新
古
典
仮
白
シ
ス
テ
ム
と
ケ
イ
Y

ズ
派
白
シ
ス
テ
ム
と
で

果
す
役
割
。
共
通
賠
と
相
逮
賄
と
は
す
で
忙
明
か
で
あ
る
。
然
し
そ
り
と
と
忙
立
入
る
ま
え
に
友
和
若
干
白
註
頼
主
附
け
て
者
か
ね

ば
左
ら
友
い
。

(1) 

ぜ
グ
ウ
が
槙
準
刺
子
車
を
島
Z
巴
な
も
白
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
と
い
う
四
で
は
な
い
。
少
〈
と
も
標
準
利
子
串
申
但
設
性
が
明
確
で
な
い
。

。)
同

-
F
出
"
の
首
相
、
足
首
ね
語
、
町
喰
忠
信
h
-
w
凶品目

ω.

制
子
、
所
得
及
同
日
雇
傭

第
六
十
七
巻

四
O
丸

第
六
披

O 



利
子
、
所
得
及
び
雇
傭

事
六
十
七
巻

四

O 

事
』
ハ
蹄

O 

(3) 

p
n
v
司自。♂札、
R
・
司
・
同
盟
.

(4) 

『
・
国
-
関
』
ロ
自
・
可
青
白
皇
内
高
H
M
3
b
E
q
n
F
w
喝・盟問

八

新
古
典
沃
の
シ
ス
伊
ム
陀
於
い
て
、
貯
請
と
投
資
主
調
整
す
る
要
因
と
し
て
消
費
財
岡
田
格
水
準
を
強
調
す
る
と
と
は
一
見
極
め
て

奇
異
心
感
を
興
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
少
く
と
も
一
般
理
論
公
刊
以
来
種
々
白
人
々
に
占
っ
て
新
古
典
派
理
論
の
定
式
化
が
行
わ
れ

た
際
殆
ど
常
に

h
H
L『
を
も
た
ら
す
も
白
と
し
て
は
利
子
牢
の
み
が
強
調
苫
れ
て
い

F
。
然
し
あ
白
「
貯
蓄
は
貯
蓄
さ
れ

F
」
と
い

う
ケ
Y

プ
リ
ツ
ヂ
白
俳
統
的
命
田
町
を
想
起
「
れ
ば
、

ζ
ζ

に
演
占
す
る
消
費
財
償
格
水
準
の
役
割
を
強
調
す
る
と
と
が
ピ
グ
ウ
に
と
っ

て
不
蛍
で
・
な
い
と
と
は
直
ち
に
明
か
で
あ
ろ
う
。
「
貯
蓄
は
貯
蓄
さ
れ
守
」
と
い
う
命
題
は
上
越
の

F
R
a
p
E
H
L
o
d
白
場
合
に

封
臆
す
る
。
』

V
H
白
存
在
す
る
と
宮
消
費
財
倒
格
水
準

P
は
下
落
し
て
守
目
色

EEl-04
を
引
き
起
す
ロ
す
な
わ
ち
等
し
い

額
の
貨
幣
支
出
で
よ
り
多
く
の
消
費
財
購
入
が
可
能
に
な
る
。
か
〈
て
貯
蓄
は
減
少
し
』
H
H
が
も
た
ら
さ
れ
る
c

周
知
の
表
現
を

以
っ
て
い
う
左
ら
ぽ
、
そ
れ
だ
け
白
貯
蓄
は
不
雄
官
宮
町
内
M44
に
な
っ
た
D
で
あ
る
。

F
R
O品

E
E
0
4
0場
合
は
前
述
白
如
〈
端
初
白
消
費
財
慣
格
水
準
で
民
H

』
口
を
成
立
せ
し
め
る
よ
う
な
利
子
率
は
、

そ
白
侭

格
水
準
で
や
HL「
を
成
立
せ
し
め
る
に
は
高
す
ぎ
る
ζ

と
に
よ
っ
て
起
ワ
た
。
と
の
場
令
泊
阪
が
専
ら
消
費
財
侭
格
水
準
の
下
落
に

よ
っ
て

D
岡
市
行
わ
れ
、

B
っ
そ
れ
が
投
資
白
量
を
費
支
せ
し
め
な
い
な
ら
ば
、
貯
蓄
D
投
資
聖
超
え
る
部
分
は
す
べ
て
不
舵
に
左
右

で
あ
ろ
う
が
事
態
は
必
宇
し
も
そ
う
で
な
い
。
ま
す
趨
臆
は
消
費
財
債
格
水
準
白
み
で
な
く
、
利
子
率
白
費
動
を
週
じ
て
も
起
る
。

ナ
在
わ
ち
消
費
財
債
格
水
準
が
動
け
ば

』『
H
H
も
亦
均
衡
を
破
ら
れ
、

貨
幣
利
子
率
も
亦
動
か
ざ
る
を
得
友
い
。

結
局
民
H
L
F



を
庇
え
る
鮪
ま
で
利
子
率
と
消
費
財
慎
格
水
準
が
動
れ
札
ば
在
ら
な
い
。
利
子
準
比

辰
初
白
水
準
よ
り
低
く
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
と
白
よ
う
な
消
費
財
債
特
水
準
白
下
務
と
利
子
率
白
下
落
は
投
費
白
誘
因
と
な

っ
て
投
資
生
増
加
せ
し
め
る
。
か
く
て

h
V
L「
の
場
介
、
貯
蓄
と
投
資
と
白
装
が
す
べ
て
不
姫
に
在
る
の
で
は
な
〈
、
そ
の
中
の
或

る
部
分
は
投
資
に
鞠
守
る
。
再
び
ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
流
の
表
現
在
肘
い
て
い
う
を
ら
ば

F
n
E回
同
に
・
な
h
v
o

こ
の
よ
う
に
利
子
率
下
落
白
抜
果
を
附
加
え
る
こ
と
に
よ
ヲ
て
、

と

』

H
L叫
に
昨
時
解

(
m
w
E
Z
自
z
t
E
F
E
S

m
w
t
o
H
Cぐ
o
-
p
h
w
{国
時

に
な
ら
や
に

m
w
H
V
司
-H巾
九
回

ケ
ン
プ

H
ツ
ヂ
の
「
貯
蓄
は
貯
蓄
さ
れ
歩
」

と白
(2) (1) な理
る。論
。tz:
イ屋E
E 
主
加
え
る
と
き

ζ

れ
B
E
先
忙
我
々
が
再
構
成
し
た

F
目

E
S
Z
一0
4
0
理
論
と
は
完
全
に
首
尾
一
貫
し
た
も
白

例
え
ば
円
・
同
・
同
町
E
W
母
乳
J

匂・情。。・

と
の
「
貯
蓄
は
貯
蓄
さ
れ
ず
」
の
命
題
に
つ
い
て
は
‘
背
山
第
完
「
糎
済
謹
勤
理
繭
の
研
究
、
事
ニ
春
」
丸
四
頁
以
下
に
詳
し
い
。
な
布
い
『
回
目
i

(3) 

官
官
F
A
吋
ミ
主
民
吉
』

FE主

3ト
h

司
・
当
同
時
町
・
も
多
照
に
値
す
る
。

出

国

-
p
r
E
E
g
同
言
営
者
、
e
h
y
Q
a
色
、
ミ
R
h
ヨ
ム
出
起
句
申
告
1
告

例
え
ば
ロ
パ
ア
ト
ツ
ン
旧
制
E
E
S
H
E
r
E聞
の
理
論
に
刺
子
寧
が
入
P
E
ん
で
車
な
い
の
位
期
間
分
析
句
方
法
と
関
係
が
あ
る
。

と
四
貼
別

(4) 

K
E
b
て
論
じ
た
い
。九

極
め
て
多
く
の
迂
路
を
経
つ
つ
で
は
あ
る
が
、
我
々
は
次
第
に
問
題
。
一
核
心
に
迫
っ
て
来
た
。
古
典
仮
白
シ
ス
テ
ム
に
於
い
て
そ

白
存
在
争
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
非
有
意
的
失
業
が
如
何
に
し
て
ケ
イ

y
f
沃
白
シ
ス
テ
ム
と
雨
立
し
得
る
の
で
あ
る
か
。
一
吉
い
か
え

第
六
鏡

利
子
、
所
得
及
び
雇
傭

第
六
十
七
事

四

O 
2 



利
子
、
所
得
及
び
雇
傭

慣
六
十
七
帯

gg 

第
六
披

O 
四

れ
ば
、
如
何
な
る
御
棒
に
止
っ
て
ケ
イ
Y
ズ
涯
白
シ
ス
テ
ム
忙
於
い
て
は
非
有
意
向
失
業
を
合
む
均
衡
を
考
え
得
る
の
で
あ
る
か
。

と
れ
が
我
々
白
中
心
D
問
題
で
あ
る
。
非
有
町
民
的
失
業
と
い
う
の
は
、
言
ラ
ま
で
も
友
く
、
現
行
由
貿
質
賃
銀
率
に
於
い
て
就
業
。

怠
思
を
持
〔
J

巴
も
か
か
わ
ら
示
、
そ
白
意
思
に
反
し
て
就
業
し
得
在
い
、
と
い
う
意
味
。
失
業
で
あ
る
。
在
来
の
見
解
に
随
う
と
、

何
ら
か
の
事
情
忙
よ
っ
て
と
の
よ
う
赴
失
業
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
市
場
に
於
い
て
競
争
が
完
全
な
限
台
、
過
臨
胞
の
行
吉
つ
〈
す

と
と
ろ
、
賞
質
賃
銀
寧
の
引
下
を
通
じ
て
吸
敬
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
と
堵
え
ら
れ
て
い
た
。
然
る
に
ケ
イ
ン
ズ
は
非
有
意
的
失
業
主

不
均
衡
と
し
て
で
は
な
く
、
一
種
の
均
衡
と
し
て
把
握
す
る
ω
そ
れ
は
如
何
在
る
根
按
忙
議
く
の
で
あ
る
か
。
と
白
設
聞
に
劉

T
る

解
答
は
す
で
に
上
来
自
殺
越
の
う
ち
陀
別
意
さ
れ
て
い
る
。

ケ
イ
Y
1
波
白
シ
ス
テ
ム
で
は
民
H
』
口
と

h
H
N
の
二
式
で
利
子
率
と
所
得
が
決
ま
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
雇
仰
は
所

得
に
つ
い
て
の
車
調
増
大
函
数

』『
H
H『(剛、)

に
上
つ

τ
一
義
的
に
決
定
さ
れ
る
。
と
の
函
教
は
雇
傭
函
数
と
い
わ
れ
、
枇
合
的
生
産
函
数
白
港
函
数
と
し
て
興
え
ら
れ
て
い
る
~

い
ま
園
民
縦
横
内
の
可
能
的
労
働
人
口
言
。
E
F
Z
Z柄。
-E目
。
旦
を
一
N
と
す
る
と
、

等
し
い
保
詮
は
な
い
。
同
八
同
と
す
る
と
見
l
H『
は
失
業
者
数
で
あ
る
。
ま
た
一
N

D
う
ち
現
行
。
寅
質
賃
銀
率
で
就
業
白
意
思

を
持
つ
労
働
者
数
を

F
と
す
る
と
、
間
』
と

N
、
と
が
一
致
す
る
保
護
も
亦
存
し
注
い
。
同
八
』
宅
と
す
る
と
、

p
d
l
N『
が
非
有

意
的
失
業
者
の
敷
で
あ
る
。
と
れ
が
ケ
イ
シ
ズ
属
傭
理
論
の
重
嬰
左
筋
道
で
あ
る
が
、
と
白
、
占
う
左
考
え
方
ほ
古
且
h
!
派
白
シ
ス
テ
ム

と
比
較
す
る
ん
」
き
如
何
な
る
意
味
を
持
ち
得
る
か
J

ま
た
と
白
よ
う
に
解
し
た
ケ
イ
ン
ズ
の
一
属
傭
理
論
と
周
知
の
労
働
需
給
市
場
に

上
白
よ
う
に
し
て
定
っ
た

N
が

N
1" 

封
ず
る
ケ
イ
Y
ズ
の
立
一
育
と
は
如
何
な
る
閥
係
に
立
っ
か
。
と
の
と
と
が
弐
化
論
議
さ
れ
ね
ば
‘
な
ら
な
中
。



換
言
す
れ
ば
、

ケ
イ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
古
典
派
。
雇
傭
理
論
は
二
円
J
D
公
準
に
立
っ
て
い
る
。
第
一
は
「
賃
銀
は
勢
働
の
限
界
生
産
物
に
等
し
い
。

一
被
傭
者
白
賃
銀
は
も
し
雇
怖
が
一
車
位
だ
け
減
少
す
れ
ば
と
れ
が
た
め
に
喪
わ
る
べ
き
償
伎
に
等
し
い
」
と
い
う

白
で
あ
り
、
第
二
は
「
一
定
の
労
働
定
が
雇
傭
さ
れ
て
い
る
場
合
、
賃
銀
の
放
用
は
そ
の
雇
傭
量
の
限
界
不
技
用
に
等
し
い
。
換
言

す
れ
ば
、
一
被
傭
者
白
資
質
賃
銀
は
、
、
現
に
雇
傭
さ
れ
て
い
る
労
働
量
一
白
川
現
を
誘
引
す
る
白
に
ま
さ
忙
十
八
押
な
も
の
で
あ
私
」
と

い
う
由
で
あ
る
勾
前
者
は
労
働
白
需
要
函
数
に
劉
熔
し
、
後
者
は
労
働
の
供
給
函
段
に
封
降
寸
る
。
前
者
峠

弘
司

ε

引
凶
可
|
〕
M
l

と
し
亡
示
す
と
と
が
同
来
る
し
、
後
者
は

HJ(昨
)

と
し
て
表
す
と
と
が
出
来
る
。

(9・1)

(9・2) I 

(9.3)、

bl~L(p， r) 

S(P，γ)~I(P， J') 

Y=Y(N) 

dY 目

立N P 

制
子
、
所
得
及
び
雇
傭

‘ 

い
ま
枇
合
的
生
産
函
数
吋
日
『
ハ
図
u
を
考
躍
す
れ
ば
と
の
シ
ス
テ
ム
で
は
非
有
意
的
失
業
は
存
在

の
帥
陣
地
主
持
た
な
い
。

(9・4)

(9・5)N~ψ(告)

い
ま
民
H
h
u
h
H
同
の
二
式
と
併
せ
て
示
す
と
上
白
如
く
で

あ
る
。
会
・
H
〕
(
申
・
凶
)
の
二
式
で

P
と

r
b
一
が
ま
ま
る
。
会

-
S
t
e・
3
白
三
式

に
よ
っ
て

N
、
Y
、
w 

の
三
ワ

D
未
知
数
が
決
定
さ
れ
る
。
か
く
て
五
怖
白
式
は
五

仰
の
未
知
数
を
決
定
し
、
シ
ス
テ
ム
に
均
衡
は
成
立
す
る
。
然
も
と
白
際
現
行
白
資
質

賃
銀
率
で
就
業
を
希
望
す
る
者
は
す
べ
て
履
傭
さ
れ
、
非
自
渡
的
失
業
が
存
在
す
る
品
開

地
、
は
存
し
な
い
。

-
さ
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
ケ
イ
ン
ズ
派
白
シ
ス
テ
ム
白
特
徴
は
(
?
と

e・8
式

に
於
け
る

P

を

Y

に
置
き
換
え
る
鮪
虻
見
ら
れ
た
。
い
ま

第
六
十
七
巻

第
六
世

O 
ヨ王

四



利
子
、
所
得
及
世
雇
傭

事
六
十
七
巻

回

目

第
六
瞳

O 
プミt

』
同

HLR〈
M
J

る

』
門
附
J
t
)
日
』
C

J

る

(
恒
・

3

(
申
・

4
)

と
れ
を
(
坦
-
S
t
e
・
3
と
聯
立
せ
し
め
る
と
、
方
程
式
は
五
側
、
未
知
数
は
や
は
り

Y
、
げ
』
、
円

P
、

T

D

五
個
で
あ
る
か
ら
一
義
的
に
解
け
そ
う
に
見
え
る
。
然
し
ク
ラ
イ
ン
が
骨
叫
に
指
摘
し
た
よ
う
に
と
の
シ
ス
テ
ム
は
賓
令
的
で
な
い
ι

ー

そ
の
理
由
は
と
う
で
あ
る
。
〔
?
印
)
(
由
・
3
e
・
4
)

白
三
式
に
よ
っ
て
、

Y
、
γ
、却

か
ら
、

F
'と

ム
」
書
聞
き
か
え
、

叫一
f

と
が
き
ま
る
。

あ
る
い
は
即 白
三
つ
の
未
知
数
が
決
定
さ
れ
る
。
一
方
(
喧
・
6

は
と
白
シ
ス
テ
ム
か
ら
は
決
定
さ
れ
な
い
。

川町一
P
は
き
ま
Z
が一

P

更
に
重
要
な
と
と
は
(
由
・
3
e
・
ε
e
・
4
)

か
ら
決
。
た
汀
と
、
(
喧
・
6
e
・
3
か
ら
決
っ
た

N
と
が
等
し
い
伎
を
も
う
保
護
が

存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
会
・
8
e
・
3
e
-
d
E
以
っ
て
表
現
さ
れ
る
有
穀
需
要
白
原
理
と
(
?
ε
e
・
日
)
陀
よ
っ

て
示
さ
れ
る
労
働
需
給
花
関
す
る
古
典
汲
白
公
準
と
は
矛
盾
す
る
。
隠
っ
て
有
殻
需
要
の
原
理
を
貫
く
た
め
に
は
野
働
需
給
忙
闘
す

Z
古
典
汲
む
公
準
に
修
正
を
施
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

川

w

d
・『白問。・
kqw
号
、
応
足
、
占
、
言
、
同
3
4
s
b
S
S
E
-
ヲ

p
h

仰
い
『
冨
問
。
司
開
。
♂
M
3旨

P
言
造
、
M
J
骨
ヨ
、

5
w
p
z。
刊
な
布
こ
れ
を
品
準
と
呼
ぶ
こ
と
は

ν
ォ

ν
チ
ェ
ア
が
指
摘
し
た
主
う
に
E
確
で
は

な
い
。
然
し
い
ま
は
慣
用
に
阻
っ
て
お
〈
。
三
者
同
ゐ
。
E
E
u
吋
S
Z
H
E
a
m
H
同
4
5
m
u
C
S
O
B
-
H
V
2
4
星島

F
m
h
H
P
E
P
F
M
3
b
N
理
J
一

九円げ喜一塁恥
NG-

間
し
『
冨
[
関
4
ロ
由
工
、
見
J
M
V
m

山
間
岡
、
戸
田
2
3
叶

v
gロ
担
。
片
岡
崎
叫
ゅ
の
広
耳
目
拘
置
自
品
目
仏
伺
自
主
。
百
M
m
M
f
H
3号
、
E
E
N
t
A
¥
h
Eへえ

h
E
E
司
、
〉
宮
山
草
唱

山
円
以
主
、
古
典
慌
の
シ
ス
テ
A
に
つ
い
て
越
さ
へ
た
こ
と
は
、

2
・
3
E
h
去
、
)
u
h
h
四
(
斗
と
置
き
か
え
て
も
牛
島
く
同
じ
で
あ
る
の
我
々
は
と
白
式

と
3
・
3
E
相
謹
を
無
瓶
す
る
わ
吋
で
は
な
い
。
然
L
乙
こ
に
越
ベ
先
限
p
の
乙
と
で
位
一
回
者
は
共
謁
で
お
る
。

(
喧
・
四
)



+ 

労
働
需
給
に
闘
す
る
古
典
沃
白
会
準
に
謝
し
て
ケ
イ
V
ズ
が
施
し
た
修
正
は
周
知
白
湿
り
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
古
典
汲
の
第
一
公

準
に
謝
し
て
ケ
イ
ン
ズ
は
何
ら
白
異
議
を
さ
し
は
さ
ま
な
い
が
、
第
二
公
準
に
つ
い

τは
と
れ
を
拒
否
す
る
。
ケ
イ
シ
ズ
白
ム
主
た
る

論
擦
は
労
働
者
が
賃
銀
契
約
に
岱
っ
て
念
頭
に
烏
く
白
は
専
ら
貨
幣
賃
銀
率
で
あ
っ
て
貿
質
賃
銀
奉
で
は
な
い
と
い
う
と
と
で
あ
る
。

ケ
イ
Y

ズ
が
「
い
ま
労
働
者
は
よ
り
低
い
貨
幣
賃
銀
で
は
働
こ
う
と
欲
サ
ナ
、
貨
幣
賃
銀
O
水
準
を
現
在
以
下
に
引
下
げ
た
場
ん
刊
に

は
、
同
盟
罷
業
あ
る
い
は
そ
の
他
白
方
法
を
通
じ
て
、
現
十
代
雇
傭
さ
れ
て
い
る
労
働
が
労
働
市
場
か
ら
撤
退
す
る
と
と
と
な
る
で
あ

ろ
う
と
仮
定
し
よ
う
。
果
し

τと
の
こ
と
か
ら
、
資
質
賃
銀
由
現
存
水
準
が
般
由
引
に
労
働
の
限
界
不
殻
用
を
測
定
す
る
と
い
う
と
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
必
す
し
も
そ
う
で
は
友
い
。
何
故
な
れ
一
ば
、
現
存
貨
幣
賃
銀
D
引
下
げ
が
労
働
白
撤
退
を
導
く
と
し
て
も
、

賃
銀
財
を
も
っ
て
測
ら
れ
た
現
存
貨
幣
賃
銀
白
債
値
下
落
が
、
も
し
そ
れ
が
賃
銀
財
白
債
格
騰
貴
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
る
た
ら
ば
‘

同
じ
結
果
を
準
〈
で
あ
ろ
う
と
い
う
と
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
旨
い
か
え
れ
ば
労
働
者
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
は
或
る
程
度

ま
で
は
最
低
貨
幣
賃
銀
で
あ
っ
て
、
最
低
賃
質
賃
銀
で
は
な
い
と
い
う
白
が
事
貨
で
あ
ろ
う
」
ー
と
述
べ
て
い
る
の
は
し
ば
し
ば
引
合

(
由
・
四
〉
式
に
代
る
も
の
ム
」

に
出
さ
れ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
か
〈
て
ケ
イ
V
ズ
に
於
い
℃
ほ
(
?
と
式
は
そ
の
ま
ま
保
存
せ
ら
れ
、

じ
て

L
『

H
え
さ
)

が
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
し
円
。

さ
て

e・8
式
は
雇
傭
函
数
白
謎
函
数
で
あ
り
、
相
互
に
等
値
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
・
な
ら
ば
、

ケ
イ
ジ
ズ

D

U
ス
テ
ム
ほ
火
む

利
子
、
所
得
及
び
雇
傭

第
六
十
七
巻

四

五

鼎
宍
輯

O 
七



利
子
、
所
得
及
び
雇
傭

第
六
十
七
巻

第
六
拙

四

六

Eコ
J、

(10・5)

と
所
得

Y
と
が
き
ま
る
。
〔

S
・
3
式
は

そ
の
所
得
に
感
じ
て
雇
傭
量

N

が
き
ま
る
と
と
を
一
不
十
。
思
怖
且
且

N
が
吉
ま
れ
ば

〔H
0
・
3
式
に
よ
り
貨
幣
賃
銀
率
叩
が
定
ま
り
、
さ
ら
に

(
8・
6
式
に
主
う
て
慣
格
水

如
く
に
書
く
と
と
が
問
来
る
で
あ
ろ
う
。

(
8・
0
と

(
S・
8
に
よ
っ

τ利
子
率

γ

(10・1)

(10・2)

(10.3) 

M=L(Y， r) 

S(Y，r)=I(Y，r) 

Y=Y(N) 

(10.4) 
dV ω 
dN =三了

.N=φ〈初〉

準

P
が
決
定
さ
れ
る
。
ま
え
に
見
た
よ
う
に
、
か
く
し
て
決
定
さ
れ
た

N
は
可
能
的

労
働
人
口

-N
は
も
ち
ろ
ん
、
現
行
資
質
賃
銀
率
で
就
業
白
意
思
を
持
つ
労
働
者
数
m
j

と
も
一
致
す
る
保
詮
が
な
い
。

と
む
よ
う
忙
岬
附
さ
れ
た
ケ
イ
ン
ズ
の
シ
ス
テ
ム
ば
概
念
的
に
は
如
何
な
る
意
味
を
持
。

の
で
あ
ろ
う
か
。
と
の
鮪
少
し
く
立
入
っ
て
考
え
て
見
上
う
。

(
8・0
(呂
・
回
)
白
二
式
に

つ
い
て
は
改
め
て
述
べ
な
い
。

2
0・3
白
示
す
と
と
ろ
は
、
雇
傭
置
は
所
得
白
高
さ
に
膝

じ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
雇
傭
宣
が
決
定
さ
れ
る
と
貨
幣
賃
銀
は
そ
れ
忙
埴
臨
す
る
よ
う
に
調
整
さ
れ
呂
。

さ
ら
に
企
?
&
式
に
よ
っ
そ
債
格
水
準
は
労
働
の
限
界
生
産
力
と
賀
町
田
賃
銀
率
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
。
特
に
注
目

さ
れ
る
の
は
己
の
最
後
の
二
つ
の
賄
で
あ
る
。
所
得
す
な
わ
ち
布
放
需
要
が
決
る
と
労
働
供
給
者
は
そ
れ
に
憾
じ
て
貨
幣
賃
銀
率
白

高
さ
を
決
定
す
る
。

E

D
場
令
労
働
の
供
給
者
は
賀
質
賃
銀
率
に
劃
し
て
何
ら
の
支
配
力
を
持
ち
得
な
い
勺
押
一
質
賃
銀
率
は

(
B・6

式
を
通
じ
て
慣
格
水
準
が
決
定
さ
れ
て
後
に
始
め
て
あ
る
伎
を
と
り
得
る
り
で
あ
る
。
か
く
白
如
き
が
ク
ラ
イ
ン
な
い
し
ス
ミ
シ
l

ー
に
よ
ワ
て
理
解
さ
れ
た
ケ
イ
ン
ズ
雇
傭
理
論
の
大
要
で
あ
る
。

と
白
よ
う
な
労
働
市
場
は
ご
種
白
買
手
獅
占
市
場
と
見
得
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
買
手
漏
占
市
場
に
於
い
て
は
自
由
競
争
市
場

虻
於
け
る
如
音
超
過
供
給
・
超
過
需
要
は
存
在
し
注
い
。
相
側
占
的
買
手
の
指
定
す
る
量
で
需
給
が
均
術
す
る
。
翼
手
の
側
は
淵
占
的



買
手
の
指
定
す
る
量
に
封
し
て
趨
臨
す
る
ほ
れ
な
い
。

E

O
場
合
猟
占
的
買
手
は
そ
白
財
白
慣
格
に
(
所
典
と
し
て
の
債
格
に
)
趨
臨
す

Z
の
で
な
く
、
社
合
白
そ
白
財
に
封
ず
る
供
給
函
数
を
念
頭
に
置
い
て
、
い
わ
ば
そ
の
供
給
函
敢
に
遡
廃
す
る
の
で
あ
る
。
随
っ
て

満
占
向
買
手
の
指
定
す
る
量
が
多
け
れ
ば
多
い
程
、
そ
の
財
の
僚
格
は
(
通
常
白
場
合
}
上
昇
し
、
逝
に
組
制
占
的
買
手
の
指
定
す
る
量

が
少
け
れ
ば
少
い
程
、
そ
白
財
D
慣
格
は
(
通
常
白
場
合
)
下
落
す
る
。
こ
れ
は
買
手
猫
占
市
場
に
ヨ
い
て
の
ラ

y
p
の
規
定
で
あ
一
る

が
、
上
述
。
ゲ
イ
ン
ズ
の
労
働
市
場
は
正
に
と

6
意
味
の
買
手
羽
占
市
場
で
あ
る
と
は
見
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
労
働
白

雇
傭
量
は
有
放
需
製
白
原
理

Q
0
・
H
U
t
o
-
-
S
に
よ
っ
て
専
ら
労
働
相
役
の
買
手
、
す
な
わ
ち
首
席
い
手
(
企
業
者
)
白
側
か
ら
決
る
。

然
し
雇
い
手
は
雇
傭
量

h
g
を
指
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
野
働
白
供
給
函
数

(
8・
3
に
直
面
す
る
。
言
換
え
れ
ば
雇
い
手
が
雇
傭

量
を
指
定
す
れ
ば
、
そ
れ
に
謝
し
て
労
働
肘
役
の
供
給
者
は

2
0
・3
に
示
苫
れ
る
目
『
a
c
F
E通
じ
て
貨
幣
賃
銀
契
約
を
以
つ

て
己
れ
に
封
抗
す
る
よ
市
け
で
あ
る
。

ケ
イ
y
ズ
の
シ
ス
テ
ム
を
〔

8
・H
〕

t
合
c
・
3

0
五
式
を
以
っ
て
把
握
す
る
こ
と
の
合
意
は
以
上
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
明
か
で
あ
ろ
う
。

と
の
よ
ヨ
に
解
す
る
と
き
公
司
・

0
l
(
S・3
は
ケ
イ
ン
ズ
現
論
の
霊
長
な
て
簡
を
捉
え
て
は
い
る
し
、
且
つ
己
の
シ
ス
テ
ム
忙
於
い

て
は
ま
え
白
場
令
の
よ
う
な
矛
盾
と
不
決
定
と

E
含
ん
で
い
な
い
。
然
し
と
こ
に
於
い
て
も
必
ヂ
し
も
問
題
は
な
〈
は
な
い
。
そ
れ

は
(
H
C
・
3
式
に
よ
る
貨
幣
貨
銀
白
決
定
機
構
に
ワ
い
て
で
あ
る
。
貨
幣
賃
銀
が
ω
巳
存
可
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ケ
イ

V

ズ
も
亦
貨
幣
賃
銀
白
硬
直
性
を
想
定
し

τ
い
る
。
否
む
し
ろ
貨
特
質
銀
白
硬
直
性
ζ

そ
は
、
ピ
グ
ウ
、
ケ
イ
y
ズ、

ヒ
ツ
ク
ス
等

を
通
じ
て
ほ
ぼ
共
通
台
前
提
と
見
得
る
。
然
る
に
貨
幣
賃
銀
の
傑
直
性
と
(
弓
・

3
と
は
矛
盾
す
る
。
(
弓
・
日
)
は
雇
傭
最
が
有
妓
需

要
に
よ
う
て
決
定
さ
れ
る
&
ら
ぼ
、
そ
白
雇
傭
童
の
仮
に
隠
じ
て
貨
幣
賃
銀
率
が
種
々
の
債
を
と
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ

ら
に
貨
幣
賃
銀
率
の
硯
直
性
に
著
目
し
て
と
れ
を
所
奥
井
」
考
え
る
た
ら
ば
(
弓
・

3
t
(
H
D・
3DLγ
ス
テ
ム
左
矛
盾
す
る
。
す
な
わ
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利
子
、
所
得
及
び
雇
傭

第
六
十
七
巻

四-
J、

第
六
盟

O 

山
が
所
興
で
あ
る
と
す
れ
ば

(
5・
3
か
ら

N

保
詮
は
な
い
。
シ
ス
テ
ム
ほ
過
剰
決
定
と
な
る
。

ち

が
決
る
。
と
れ
左

(
S・同
)
t
D
-・
3
で
決
る

H
と
が
等
し
い
値
を
と
る

仰
を
所
血
(
と
見
る
友
ら
ば

(
5・3
は
揚
棄
さ
れ
ね
ば
友
ら
な
い
。

(
H
C
・3
に

(
H
0
・印、)

と
置
く
の
は
、
例
え
ば
ピ
グ
ウ
に
よ
る
ケ
イ
V
ズ
解
擦
で
あ
る
町
高
同
博
士
も
亦
と
白
立
場
を
と
ら
れ
る
よ
ち
で
あ
H
U
。

主
る
貨
幣
賃
銀
率
の
決
定
を
掲
棄
し
て
、
そ
の
代
り
に

さ
・
『
皇
室

ケ
イ
ン
ズ

D
労
働
供
給
函
数
(
H
0
・
3
が
労
働
者
に
於
け
る
貨
幣
錆
且
閣
を
前
提
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
と
で
あ
る
。
/
然
も
と

の
貨
幣
錯
覚
は
労
働
白
供
給
に
於
い
て
の
み
認
め
ら
れ
仙
の
市
場
陀
は
な
い
も
む
と
考
え
ら
れ
て
ゐ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
に
於
け
る
労
働

供
給
の
非
同
次
性
の
想
定
が
、
車
に
貨
幣
錯
魔
に
根
擦
を
置
〈
も
白
で
あ
り
、
貨
幣
錆
盟
百
あ
る
が
故
に
始
め
て
非
自
護
灼
失
業
が
在

在
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
タ
ラ
イ
ン
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
飴
b
に
務
弱
友
根
擦
で
あ
る
。
貨
幣
錆
先
が
な
〈
と

も、

(
5・H
)
t
ハ
忌
・
日
)
白
三
式
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
言
い
か
え
れ
ば
、
有
殻
需
要
の
原
理
忙
立
つ
限
h

夕
、
非
自
殺
的
失
業
白
存
在

は
可
能
で
あ
る
つ
隠
っ
て
ケ
イ
y
ズ
に
於
け
る
労
働
白
供
給
同
教
は
(
忌
・
己
t
(
H
0
・
3
と
矛
盾
せ
ぬ
も
D
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、

(
す
な
わ
ち
例
え
ば

(
F
ω
)
り
如
き
も
の
で
な
け
れ
ば
)
如
何
段
る
形
白
も
色
で
あ
う
て
も
よ
い
。

h
h
H
?
日
)
を
採
則
す
る
由
も
一
つ
の
方
法

で
あ
る
し
、

(
H
G

回
、
)
を
採
用
す
る
白
も
亦
一
ワ
の
じ
H

法
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ク
ラ
イ
y
が
主
張
す
る
主
う
に

日咋
H
h
(
同
l
M
3

と
置
く
と
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

ハ同(}・由)

(
S・
3
は
貨
幣
賃
銀
率
白
時
間
的
援
化
率
が
失
業
者
数
に
依
存
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

が
ケ
イ
ン
ズ
を
合
め
て
一
般
に
ケ
ン
プ
リ
ツ
ヂ
皐
涯
に
稀
薄
左
と
と
も
周
知
の
通
り
で
あ
い
、
と
れ
を
ケ
イ
V

ズ
の
労
働
供
給
函
数

然
し

p
c・
3
む
よ
う
な
考
え
方



。
一
一
解
揮
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
は
必
宇
し
も
郷
賠
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
か
く
て
(
忌
・

3

E
採
用
す
る
か
、

(H?司、)
を

採
用

F
る
か
、

(
3・
3

E
採
用
す
る
か
は
、
単
に
ケ
イ
V

ズ
解
耀
白
問
題
と
し
て
よ
り
は
、

何
れ
が
挫
済
鑓
動
の
解
明
に
最
も
有

殺
で
あ
る
か
陀
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(1) 

レ
『
・
戸
同

2
ロ
E
・
1
旨
司
2
5
y
d
h
u
-、
て
お
岳
町
、
ご
司
∞

ケ
イ
ン
ー

ω
鐸
働
供
給
函
数
を
と
申
告
よ
う
な
形
に
寧
純
化
す
る
こ
と
に
づ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
然
し
と
こ
で
は
立
入

b
な
い
。
青
山
秀
夫
「
紹

(2) 

演
壇
割
程
前
回
研
究
、
第
ニ
容
」
ニ
六
五
頁
以
下
。

(3) 

ス
ミ
シ

E
ズ
「
有
設
需
要
と
雇
用
」
(
新
し
い
経
済
皐
)
邦
課
第
弓
班
八
ニ
頁
以
下
。

(4) 

P
H自
問
。
、
、
3N
町内、
P
込
町
た
宣
言
、
旬
、
必
守
翼
民
主
司
自
-

k

p

n

吋
」
』
向
。
由
、
同
誌
L
u
h
ぎ
E
ミ

E
R民
同
崎
ミ

E
ミ
宮
廷
目

高
田
保
馬
「
マ
ル
ク
ス
批
判
」
四
四
頁
。

5
 

6
 

の

例

え

ば

ケ

イ

y

f
は
「
ま
た
有
〈
も
失
業
。
苦
b
L
嘗
拍
る
よ

p
は
極
出
て
大
幅
な
質
融
自
引
下
に
麿
じ
た
方
が
よ
い
と
考
え
る
こ
と
も
な
い
で
あ

穐
ろ
う
。
」
と
書
い
て
い
る
。
(
い
『
・
戸
同
4
5
m
w
M
3
b
h
-
h
2雪之
M3b情
。
号
へ
h
p
w
p
H
u
g
-
一
両
国
博
士
は
こ
れ
を
ケ
ン
プ

p
v
ヂ
に
於
け
る
「
先
業
者

無
力
目
偶
惚
」
と
呼
ば
れ
る
。

こ
九
E
0
・
一
一
・
ニ
一
)

利
子
、
所
得
及
び
雇
傭

帯
六
十
七
品
位

四

ブL

宮路
大

腸




